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理事長報告

理事長　志々田　裕介
２０２３年度公益社団法人呉青年会議所は、上記基本方針とスローガンを掲げ「人と人とのつながりを強く
する」運動を展開してまいりました。
私がこの所信に行きついたのは２０１８年の西日本豪雨災害、また同年より活動してきた呉青年会議所での
自身の経験があるからです。被災地で復旧活動に取り組む中で、近所や地域の人の人となりを知り、そのつ
ながりの温かさからまちに対する思いが変わりました。また、この復旧・復興活動を含め、日夜呉のまちの
ために活動する青年会議所メンバーとのつながりがあったから、活動に邁進し、自身を成長させることがで
きたと感じています。
これらの私の経験のように、まちの人、青年会議所のメンバーにも、百人百様の歩んできた人生があり、そ
こで育まれた考え方や個性があります。２０２３年度に理想として掲げたのは、この輝く個性がつながり、
調和することで、みんなが活き活きと温かく支え合って暮らし、活動するまちや団体の実現です。これらを
実現するための具体的な青年会議所活動運動として、５つのコンセプトのもと、事業を実施しました。

地域コミュニティの創出
一昔前には地域が一体となって取り組むイベントや、日々近所の人と顔を合わせる機会が多くありました。
しかし近年、人口減少や高齢化、ライフスタイルやまちの人の意識の変化によってこれらの機会が失われ、
人間関係の希薄化を招いています。この課題解決に取り組んでくれたのが藤原亮太委員長率いる地域コミュ
ニティ再生委員会です。この委員会は、地域コミュニティの中でも特に自治会に目を向け、自治会員の若返
りと参加人数の増加を解決策として運動を展開しました。呉市押込地区とその地域の魅力である「ほたる」
にスポットを当て、藤原委員長らしい優しく温かみのある事業「ほたループ」でたくさんの自治会員、まち
の人と共に地域コミュニティを盛り上げ、参加意識を高めることができました。

若者のつながりの創出
人とのつながりを挙げる上で、２０２０年以降続いている新型コロナウイルス感染拡大の影響から目を背け
ることはできません。特に学生生活という限られたかけがえのない時間を過ごす若者にとって、今まででき
ていた部活動や課外活動が制限されることは、若者同士のつながりを作る大きな機会の損失になっています
。この課題解決に取り組んでくれたのが槙岡達也委員長率いるズッ友創造委員会です。「つながりこそが人
生の醍醐味」という大きな委員会基本方針を掲げ、その基本方針以上に大きな事業となる呉市の高校生史上
、最大で最高の合同文化祭「Ｈｉｇｈ　Ｓｃｈｏｏｌ　ａ　呉呉！！！」により、参加した高校生が一生の
友達「ズッ友」になれる機会を提供しました。槙岡委員長らしい力強いリーダーシップと思いをまっすぐ伝
える人柄から、参加者が参加者を呼び、更なる若者同士のつながりを作ることができました。

メンバー全員が関わる団体の強化
たくさんの人とつながれる青年会議所の強みを活かすには、会員拡大は無くてはならないものです。特に、
個性豊かなメンバーと共に活動できる魅力を伝えるには、たくさんのメンバーとつながる接点を作る必要が
あります。この取組について、神田大委員長率いるみんなでやる委員会が、メンバー全員で取組む声掛け・
勧誘の拡大活動を実施しました。加えて、呉青年会議所を体験する仮入会員に対して、合同委員会やセミナ
ー、事業や同好会を通じて多くのメンバーとの接点を設けました。神田委員長らしい、ぶっきらぼうに見え
て面倒見のいい人柄で、８名の新しい新入会員を迎えることができました。

基本方針：輝く個性が調和するまちの創造
スローガン：和を以て貴しとなす
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活動する「人」を知ってもらう広報
呉青年会議所をまちの人に知ってもらうには、青年会議所という団体や、実施する事業の内容だけでなく、
そこで活動する人を知ってもらうことが効果的であると考えました。その取り組みを実践してくれたのが金
子健太郎委員長率いるＤＸ広報委員会です。「裏側にこそある魅力」を基本方針に、事業自体ではなくその
構想について悩み、会議を重ね、事業準備に取り組むメンバーを取り上げることで、たくさんの魅力を発信
してくれました。独特のユーモアとセンス溢れる異業種交流会や家族例会の実施に加え＃４０歳までの青春
を合言葉にした多くのＳＮＳ投稿により呉青年会議所のファンをたくさん作ってくれました。

過去から学び、未来を考え団結する
呉青年会議所には創立以来７１年以上の歴史があり、その年毎に全力で青年会議所活動を行なってきた先人
達の経験や知識があります。先輩たちとのつながりを強化することでこの財産を最大化できると考えました
。これを実現してくれたのが串山哲也委員長率いるファンタジスタ総務委員会です。串山委員長の明るく、
丁寧なリーダーシップを発揮し、例会での先輩出演の動画上映や、新年互礼会、呉青年会議所７１回目の創
立記念日を祝う例会では多くの特別会員との接点を作りました。また、スポーツを通じた会員交流や、特別
会員・現役会員交流事業を実施し、特別会員の皆様と楽しみながら団結し、真剣に学ぶきっかけを作ってく
れました。

おわりに
スローガンに「和を以て貴しとなす」を掲げたのは、呉青年会議所という団体は単なる若者の仲良し団体で
はないという意味が込められています。我々は呉のまちを明るい豊かな社会にするために、リーダーシップ
の開発を使命として活動する目的を持った団体であり、時として意見が合わなかったり、熱い思いが対立す
ることもあります。しかし、目的を達成するためにはそれぞれが自分の考えをしっかりと持ち、自信をもっ
て発信し合い、納得いくまで話し合うことが大切だと考えています。今年度、実施した様々な事業がたくさ
んの方の協力のもと大きな成果を残せたのは、委員長のみならず呉青年会議所の全メンバーが自分の強みを
呉青年会議所で遺憾無く発揮してくれた結果だと思います。
人との人とのつながりが強くなればこのまちは良くなる、この団体は良くなると高らかに発信していた私自
身が呉青年会議所の理事長という立場において多くの人のつながりの中で支えられていたと強く感じる一年
でした。
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　２０２３年度、呉青年会議所は志々田理事長の掲げた「和を以て貴しとなす」のもと、活動をしてきまし
た。私は専務理事として理事長所信を具現化すべく、正副、理事の方々と多くコミュニケーションを取り、
アドバイス、指摘をし、時には熱く語り調整役として１年間邁進してきました。
　新型コロナウィルスが終息し、コロナで失われた経験は、私が思っている以上に傷が深く、引継ぎがうま
くいかず多くの問題を生じました。その問題を一つ一つ解決していくことで団体としての在り方、チームワ
ークの必要性、報連相の大事さを再度確認出来たことと共に、様々な団体活動が活性化し新たな人との繋が
りが出来る年にもなりました。

　また、新たな繋がりだけでなく元々あった繋がり呉青年会議所　特別会員の皆様、現役会員の皆様とも多
くの対話を重ねてきました。特別会員の皆様には新年互例会、創立記念例会等のパーティ例会だけでなく、
事業にも参加して頂きました。お会いするたびに温かいご指導を頂いたり、褒めて頂いたり、歴史を振り返
って頂いたりと多くの学びを得ることが出来ました。現役会員の皆とは事業構築の際に出てくる多くの悩み
、問題点、改善点を話し、どうやったらもっと良くなるか、もっと魅力的になるか、もっと呉のためになる
かを議論し、常に前向きに考え行動する皆様の姿に感銘を受けました。常に温かい心で現役を支えてくださ
る特別会員と呉のまちのために身を粉にし呉青年会議所活動を行った現役メンバーとの繋がりは更に深くな
ったと確信しています。

　多くの素晴らしい呉青年会議所活動と多くの素晴らしい繋がりのおかげであっという間に過ぎた１年でし
た。私をしっかりと支えてくれた大町事務局長、理事長と私を含めしっかりと付き合ってくれたセクレタリ
ーの二人、なんにでもすぐに対応してくださる佐々木事務局員に感謝の言葉しかございません。
　私は専務理事の声をかけてくださった志々田理事長に「専務理事は森澤でよかった。」と言ってもらうよ
うに努めてきましたが逆でした。私は本当に志々田理事長のもとで専務理事が出来たことを誇りに思い感謝
したいです。本当に幸せな専務理事をさせて頂きました。
　この経験、繋がりを大事にし、互いの個性を輝かせながらまちを想い更に次のステージに行きたいと思い
ます。

専務理事報告

「幸せだった、専務理事。」

専務理事　森澤　將司
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　２０２３年度、呉青年会議所は志々田理事長の掲げられたスローガン「和を以て貴しとなす」のもと、活
動してきました。
本年度は、副理事長という役職を受けさせて頂き、「地域コミュニティの創出」として、住民同士の「つな
がり」をつくる取り組みを行う委員会の担当をさせて頂きました。
　藤原委員長の「地域コミュニティ再生委員会」では、呉市の若い世代に対し地域活動への参画を促し、世
代を超えたつながりを持つ地域コミュニティの確立をすることで「地域コミュニティの創出」が実現できる
よう考え事業を行いました。そのツールとして「ほたる」という全世代が興味を引きやすいものを取り入れ
、多世代との交流をしっかり作り、たくさんのつながりを生む事業ができ「地域コミュニティの創出」の実
現ができました。

副理事長の職をさせてもらい、藤原委員長をどう導いていくのか、どうやったらうまく伝えられるのかを、
ずっと考えながらやってきました。自分ができることを模索していく日々でした。その中でやり続けたこと
は、藤原委員長の意見、考え方をしっかり聞き自分の中に落とし込んで、自分の中の意見をいうことを１年
間行いました。その中で、藤原委員長の思いと違うこともある中、たくさんの意見交換をすることにより藤
原委員長の人となりをよく知ることができ、藤原委員長が事業を成功させた時には委員長の時とは違う感動
を味わえました。副理事長の職として、その姿勢が正解なのかはわからないですが、私自身また１つ成長で
きたと思っています。

最後の青年会議所活動ができる年でたくさんの経験をさせてもらいました。ＡＷＡＲＤ受賞や世界会議など
新しい世界観を見ることができました。それも青年会議所メンバーに助けてもらい、教えてもらったからこ
そできた経験でした。志々田理事長のいう「人とのつながり」という言葉を、青年会議所を通して僕自身が
一番体感したと思います。

最後に、副理事長という役を与えてくれた志々田理事長には感謝しかないです。そして、いつも笑顔でつい
てきてくれた藤原委員長のおかげで副理事長という役を１年間務めることができました。本当にありがとう
ございました。

副理事長報告

副理事長　應和　悠太
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　２０２３年度、呉青年会議所として多くのつながりを生み出すために掲げられたスローガン『和を以て貴
しとなす』を体現するために、私自身が一年間貫いたのは『百試千改』の信念である。
　担当した２つの委員会では、意見が食い違うことも多々あったが幾度も腹を割って議論を交わし、目指す
べきゴールをしっかりと見据え、最終的にはお互いの考えを理解し、素晴らしい事業を展開して、数多くの
かけがえのない「つながり」を生み出した。

　槙岡委員長率いる「ズッ友創造委員会」では、高校生をターゲットに「若者のつながりの創出」にむけた
事業を展開した。ズッ友創造事業１では【Ｈｉｇｈ Ｓｃｈｏｏｌ ａ 呉呉！！！～呉縦断高校文化祭実行委
員会～】と題し、高校生に新しいつながりのきっかけを与えるためのコミュニティを作った。そして、自発
的に応募してきた高校生１９名と共に合同文化祭【ＦＵＬＬ！フェス】に向けた【呉ＦＵＬＬフェスプロジ
ェクト】が始動した。約半年間に渡るプロジェクトのなかで、当初は自分の意見を口に出せなかった高校生
が、次第に自分の殻を破り、苦楽を共にして成長する姿は非常に感慨深く、最終的にズッ友創造事業２【Ｆ
ＵＬＬ！フェス】にてプロジェクトメンバー全員で達成感を味わうことで「一生もののつながり」を構築す
ることができた。
　神田委員長率いる「みんなでやる委員会」では、「会員拡大」という共通の目標に向かって委員会単位で
【互人組】を結成し、現役会員みんなで拡大活動に取り組み１１名の仮入会員を迎えることができた。アカ
デミー活動では、仮入会員が委員会や理事会にオブザーブ参加するなど、現役会員との接点を多く生み出し
、さらに呉青年会議所初となる起案から実行までを新入会員が行う新入会事業を実行するために仮入会員会
議を重ねた。結果として、８名の新入会員が入会し、新入会事業【Ｌｅｔ‘ｓワークレ！　～Ｌｅｔ’ｓ　ｅ
ｎｊｏｙ　ｗｏｒｋｉｎｇ　ｉｎ　ｋｕｒｅ～】を開催し、新入会員が考えた呉のまちの問題に対して一石
を投じることができた。

両委員長には自身のキャパシティを越えて苦悩する場面が多くあったと思うが、委員会のみならず現役会員
全体を巻き込む統率力を発揮してもらい、私の想像をはるかに超える素晴らしい事業をしていただいた。ま
た、苦悩の多さに比例して成長した彼らだけでなく、私自身の成長にもつながる良い１年であった。
総じて、両委員会が今年度生み出した新たな「つながり」は、単に表面的なものではなく、お互いを信頼し
合える「強固なつながり」となったことは間違いない。この「つながり」が、必ずこの呉のまちに良い効果
をもたらし、また次の世代へと引き継がれていくことを願う。

副理事長報告

副理事長　坂本　治人
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　本年度の呉青年会議所は、「和を以て貴しとなす」をスローガンに、「つながり」を強く意識した活動を
展開してまいりました。私は金子委員長率いるＤＸ広報委員会と串山委員長率いるファンタジスタ総務委員
会の担当副理事長として、活動する「人」を知ってもらう広報、過去から学び組織の団結を図る総務の活動
を手助けさせていただきました。もともと行動力のある広報委員長、コミュ力の高い総務委員長に大きな期
待をしておりましたが、想像以上の結果を出してくれたことに深く感謝申し上げます。

　ＤＸ広報委員会は、共感と愛着から呉青年会議所の熱狂的なファンを獲得するため、２月に行なった異業
種交流会を皮切りに、毎月配信のＫＡＷＡＲＡ版制作、当初の年間目標２００投稿を大きく上回るＳＮＳ１
，０００投稿を達成するなど、呉青年会議所の活動、そこで活動するメンバーの紹介を１年間やり遂げ、大
きな反響を得ることができました。個性的な委員長のもと発信される情報は多くの市民の目に留まり、呉青
年会議所のファン獲得に大きな効果を得ることができました。
　ファンタジスタ総務委員会は、毎月行われる例会の出席率を年間通して９０％以上まで引き上げることが
でき、４年ぶりとなる１００％例会も達成することができました。また、本年は特別会員との交流にも力を
入れ、先輩方とスポーツを通して交流を行い、各種パーティー例会では、出席率をあげる工夫や交流できる
工夫を取り入れることで、多くの学びの機会をメンバーに提供することができました。

　予定者の期間も含めて約１年半。正直ここでは報告しきれないほどの成果があり、成長があり、学びのあ
る時間となりました。最も活動期間の長い両委員会、委員長の成長は目覚しく、今思えば私の副理事長とし
ての役割は早くに終えていたようにも思います。しかし、その両名の委員長が来年も呉青年会議所の理事と
して活躍すること、この一年の経験がこれからの呉青年会議所に引き継がれていくことに、私自身大いに満
足した一年となりました。
　一年間、正副役員として共に活動してくれたメンバー、私の元で委員長を務め切ってくれた両委員長、そ
してその委員長を支えてくれたメンバーに感謝を申し上げ、副理事長の報告とさせていただきます。
　１年間、楽しい時間と充実した経験をありがとうございました。

副理事長報告

副理事長　内冨　竜也
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本年度、公益社団法人日本青年会議所中国地区広島ブロック協議会に地域活性化グループ副会長として出向
させて頂きました。
　広島ブロック協議会では「出会い、つながる魅力溢れる広島へ」という基本理念を掲げ、広島県内にある
１２の青年会議所間の交流と相互理解を通じて、地方創生のキーとなる地域資源の再発見と関係人口を巻き
込むコミュニティ形成の実現に向けて活動させて頂きました。
　担当委員会の事業としては、第５３回広島ブロック大会を大竹青年会議所主管で開催しました。広島ブロ
ック大会とは、本年度の広島ブロック協議会の集大成事業という位置づけであり、県内１２の青年会議所メ
ンバーが一同に会して、各地での１年間の活動を発表し、情報共有を行いメンバー同士のつながりを一層深
める事業です。
　開催地である大竹市の地域資源の再発見と関係人口を巻き込むコミュニティ形成の実現のため、大竹青年
会議所から出向されていた委員長と打ち合わせを行いました。月に１回から週に１回、そして事業前には大
竹市に泊まり込みで打ち合わせを行いました。広島ブロック協議会の事業の中でも１番予算が多い事業であ
り、参加人数の規模も大変大きい為、会場の選別から、行政や各業者の皆様、地元市民の皆様との打ち合わ
せやすり合わせにとても苦戦をしました。思い通りにならない事や多々問題も発生しましたが、当日は多く
の青年会議所メンバー、また多くの地元市民の皆様にもご参加いただき、事業目的を達成する事が出来たと
確信しております。
　地元呉で活動する私にとって、他地域の問題や青年会議所活動に触れる事で違った視点や今までの自分よ
り成長させて頂く事が出来ました。また、私自身２０２０年に呉の地で開催した第５０回広島ブロック大会
の実行委員長をさせて頂いた経験もあり、当時はコロナ禍で現地開催が叶わずオンラインで開催をするとい
う不完全燃焼だった思いが、本年の広島ブロック大会に担当副会長として関わる事で、当時の悔しかった思
いが晴れたと感じております。
　本年度、広島ブロック協議会で得た経験や学びを呉のまちや呉青年会議所活動、メンバーにフィードバッ
クしていく事で、私がどれだけ成長出来たのかを確かめていきたいです。

最後になりますが、本年度の広島ブロック協議会の活動に対し関わって頂いたすべての方々に感謝を申し上
げます。ありがとうございました。

ー７ー

公益社団法人 日本青年会議所
中国地区広島ブロック協議会
地域活性化グループ
副会長　三戸　規弘

出向理事報告



　２０２３年度、私は事務局という立場からの新たな目線で呉青年会議所活動を見つめ直す機会をいただく

ことができました。公益関連資料の作成・提出や、予算書作成、各種会議資料の確認などを行うことで、委

員会の立場からは気付かない点や、知らなかったことを多く目の当たりにすることができました。

　当団体は単年度制ですが、公益社団法人として毎年満たしておかなければならない基準があります。近年

新型コロナウイルスの影響により免除されてきた基準もありますが、事業の開催に新型コロナウイルスの影

響がなくなった今、改めて公益性を保った運営が必要とされます。本年度は密に県の公益担当者の方と連携

を取り、予算作りから事業の構築まで公益性の確保を心掛けました。その結果、近年積み立てられていた収

支相償に関する繰越金を解消することができ、公益社団法人運営をよりクリアな形で行っていけるようにな

ったと考えております。

　結びに私をこの職に任命していただいた志々田理事長、指導・先導していただいた森澤専務理事、いつも

フォローをしていただいた佐々木事務局員、支えてくれた瀬野セクレタリー、大森セクレタリーに心より感

謝を申し上げ、報告とさせていただきます。

事務局長事業報告

事務局長　大町　優馬

ー８ー



事業報告 地域コミュニティ再生委員会

「地域コミュニティの創出」というミッションに対し何をおこなうのが最適か。
呉市の地域コミュニティ運営の現場に伺いながら事業構築をおこなう中で、当委員会は呉市の若い世代に対
し地域活動への参画を促し、世代を超えたつながりを持つ地域コミュニティの確立を目指し、1年間活動す
ることとした。

事業には、住民同士をつなぐためのツールが必要だと感じ「ほたる」をテーマとした。呉市には、以前は多
くのほたるが見られたが、現在は手つかずのためほたるの数が減少しているホタルの里がある。この衰退し
たホタルの里を地域住民の手で協力して再生することで、地域住民の共感を広く得られやすいと考えた。

事業Ⅰでは、小学校にてほたるの幼虫の育成体験をおこなった。１ヶ月間飼育していただいた後、児童とそ
の保護者を招いて、幼虫を放流した。放流会には現在、地域コミュニティの中心となって活動している自治
会にもご協力いただき、若い世代との交流のきっかけをつくった。

事業Ⅱでは、ほたるの鑑賞会をおこなった。
運営については、自治会と事業Ⅰにご参加いただいた保護者にご協力いただいた。想定以上の多くの来場者
があり、運営側参加者には、自分たちの手で地域の催しを成功させたという成功体験を感じてもらうとともに、
今後の地域活動の参加意欲を高めることが出来たと感じている。

自治会側は多世代交流の必要性は自覚しているが、一歩踏み出せない状況にあり、一方、自治会未加入者は
地域交流の機会があれば自治会に加入したいとの声があった。この双方の架け橋となり、本事業を行えたこ
とは呉市の地域コミュニティの活性化に効果があったと考える。

最後に、私が委員長という役を1年間務めることが出来たのは、近くで支えてくれた森副委員長、石原副委
員長、戸田幹事、脇本幹事、委員会メンバーの皆さま、そして私を導いてくれた應和副理事長のおかげです。
この場をお借りして感謝を申し上げます。

地域コミュニティ再生委員会

委員長　藤原　亮太

ー９ー

〔スローガン〕

世代を超えた
　地域の絆づくり



事業報告 地域コミュニティ再生委員会

事業名：3月担当例会
日　時：２０２３年　３月　６日（月）
　　　　１９：５０～２０：５０
場　所：クレイトンベイホテル３階　天の間
　　　　ＺＯＯＭ配信
事業概要（方法）
当委員会の基本方針、目的、年間事業計画、
事業１を周知するため下記の通り執りおこなった。
①当委員会の年間事業計画、事業の背景の説明のため、
　自治会の現状、若い世代との繋がりの希薄化を再現した寸劇をおこなった。
②呉市の地域コミュニティの現状、課題について発表した。
③事業１全体の流れ（ほたるの幼虫育成体験・ほたるの幼虫放流会）について発表した。
④ほたるの幼虫放流会の概要について説明をおこなった。
⑤動画を上映し、ほたるの幼虫飼育体験の進捗状況を発表した。
⑥委員長挨拶をおこなった。
⑦副理事長謝辞をおこなった。

検証方法と効果
１）検証方法
例会参加メンバーに向けてアンケートを実施した。
・例会に参加して、当委員会が１年間を通して達成すべき目的の理解度について
　４５名／４５名（１００％）　
・例会に参加して、これからおこなおうとしている事業への理解、共感度について
　４５名／４５名（１００％）
２）効果
　〇登場人物を委員会メンバーに配役し寸劇をおこなうことにより、視覚的に登場人物のイメー
　　ジを与え、メンバーの興味を引くことができ、地域コミュニティの現状をより深く理解し
　　ていただくことができた。
　〇事業の進捗状況を動画で流し、自治会の方、小学生たちが事業に前向きに参加してくれ　
　　ている風景をメンバーに見ていただいたことで、メンバーの協力を得やすくなった。

ー１０ー



主催：公益社団法人　呉青年会議所　後援：呉市主催：公益社団法人　呉青年会議所　後援：呉市

事業名：地域コミュニティ再生事業Ⅰ
「ほたループ～ほたるでつなぐ地域の輪～」
日　時：①ほたるの幼虫飼育体験
　　　　　２０２３年２月１日（水）～３月１０日（金）
　　　　②ほたるの幼虫放流会、清掃ウォークラリー、小田川清掃活動
　　　　　２０２３年３月１２日（日）９：００～１２：００
　　　　　２０２３年３月１９日（日）９：００～１２：００
場　所：①ほたるの幼虫飼育体験
　　　　　呉市立昭和北小学校
　　　　②ほたる幼虫放流会、清掃ウォークラリー、小田川清掃活動
　　　　　押込第一公園、小田川 
協力団体：呉市立昭和北小学校・昭和北地区自治会
　　　　　株式会社カジオカＬ．Ａ　山本　信男　氏
事業概要（方法）
 ①ほたるの幼虫飼育体験
・２月１日（水）、昭和北小学校にて、飼育体験前に株式会社カジオカＬ．Ａ山本　信男氏より
児童に対し、ほたるの生態をご説明いただいた。
・２月１日（水）～３月１０日（金）の間、昭和北小学校にてほたるの幼虫を飼育していただいた。
・２月１３日（月）、３月１日（水）に生物部の児童とほたるの幼虫の観察会をおこない、観察
日記をつけていただいた。
②ほたるの幼虫放流会、清掃ウォークラリー、小田川清掃活動
・昭和北小学校にて飼育したほたるの幼虫を小田川へ放流した。
・押込第一公園付近にて、小学生とその保護者で５つのアトラクションをクリアしながら清掃
活動をおこなった。アトラクションをクリアする毎に、事業公式ＬＩＮＥアカウントより自治
会参加者と会話のきっかけとなるカードを送信。全てのアトラクションをクリア後、小学生と
その保護者は送信されたカードの内容をもとに、自治会参加者と交流をおこなった。
・小学生とその保護者へ向けて、自治会から豚汁とおにぎりをふるまっていただいた。
検証方法と効果
１）検証方法
自治会協力者と小学生の保護者からアンケートを取得した。
・自治会側アンケート　若い世代と交流ができましたか？
　できたと回答した人数　　　　１１名／１１名（１００％）
・保護者側アンケート　地域の人と交流できましたか？
　できたと回答した人数　　　　２６名／２８名（９３％）
２）効果
①ほたるの幼虫飼育体験
自身の住んでいる地域でほたるを見ることができることを知らない児童も多く、ほたるについ
て児童に興味、関心を持ってもらうべくおこなった。小学校にてほたるの幼虫飼育体験をおこ
なったことで、多くの児童に身近な地域の魅力として「ほたる」を認知してもらうことができ、
自身が住んでいる地域への愛着心を高めることができた。これにより、この後行われたほたる
の幼虫放流会、清掃ウォークラリー、小田川清掃活動と言った地域活動への参加につなげるこ
とができたと考える。

事業報告 地域コミュニティ再生委員会
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２）効果
①ほたるの幼虫飼育体験
　自身の住んでいる地域でほたるを見ることができることを知らない児童も多く、ほたるにつ
　いて児童に興味、関心を持ってもらうべくおこなった。小学校にてほたるの幼虫飼育体験を
　おこなったことで、多くの児童に身近な地域の魅力として「ほたる」を認知してもらうこと
　ができ、自身が住んでいる地域への愛着心を高めることができた。これにより、この後行わ
　れたほたるの幼虫放流会、清掃ウォークラリー、小田川清掃活動と言った地域活動への参加
　につなげることができたと考える。
②ほたるの幼虫放流会、清掃ウォークラリー、小田川清掃活動
・児童に、自身の手でほたるの幼虫を放流していただくことで、押込ホタルの里の再生活動に対し、
当事者意識を持ってもらうことができ、今後の活動に対しても参加意欲を高めることができた。

・清掃活動は、アトラクション形式にすることで、児童も飽きることなく、最後まで楽しんで
　おこなうことができた。普段自治会がおこなっている清掃活動の重要性を知ってもらうこと
　ができ、地域の環境美化の意識を高めることができた。
・アトラクションクリア後に事業公式ＬＩＮＥアカウントから配信されるカードの内容に沿っ
　て、小学生とその保護者と　自治会協力者の間で会話をしていただくことで、初対面同士でも、
　スムーズにコミュニケーションを取ることができた。カードの内容について、「自治会とは何
　をしていますか？」との質問を入れることにより、一般参加者に自治会の活動内容について
　理解を深めることができた。

事業報告 地域コミュニティ再生委員会
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事業名：５月担当例会
日　時：２０２３年　５月　８日（月）
　　　　１９：５０～２０：５２
場　所：クレイトンベイホテル３階　天の間
　　　　ＺＯＯＭ配信
事業概要（方法） 
３月におこなった事業１の報告、事業２へのメンバーの
参加要請のため、下記の通り執りおこなった。
①当委員会のミッション、基本方針、目的、背景について、ＰＰを使用し発表した。
②事業１の概要、振り返りについて、ＰＰを使用し発表した。
③事業１の実施風景の動画を流した。
④事業２の目的、効果、概要について、ＰＰを使用し発表した。
⑤説明パートの合間に事業１、事業２に関わる短い寸劇を実施した。
⑥委員長挨拶をおこなった。
⑦副理事長謝辞をおこなった。
検証方法と効果
１）検証方法
　例会に参加したメンバーからアンケートを取得した。
　・地域コミュニティに対する事業１の効果を理解できましたか？
　　できたと回答した人数　４４名／４４名（１００％）
　・例会に参加して、これから行おうとしている事業に参加したいと思いましたか？
　　はいと回答した人数　　４４名／４４名（１００％）
２）効果
・説明の合間に短い寸劇を入れることにより、一時間通してメンバーを飽きさせることなくプ
　レゼンテーションを実施できた。
・具体的に事業当日の流れ、役割を説明することによって、メンバーに事業当日の動きをイメー
　ジしていただくことができた。事業２には想定以上の来場者があったが、事業当日の臨機応
　変な対応に繋がった。
・事業１については、事業風景の動画を作成し、流すことによって、参加していなかったメンバー
　にも事業の周知ができ、事業２への協力を仰ぎやすくなった。

事業報告 地域コミュニティ再生委員会
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事業名：地域コミュニティ再生事業２
　　　　「ほたループ～ほたるでつなぐ地域の輪～」
日　時：①事前説明会
　　　　　２０２３年　６月　３日（土）　１０：００～１２：００
　　　　②ほたる鑑賞会、写真撮影会
　　　　　２０２３年　６月　９日（金）　１６：００～２２：３０ 
場　所：①事前説明会
　　　　　押込自治会館
　　　　②ほたる鑑賞会、写真撮影会
　　　　　押込第一公園・小田川 
協力団体：呉市押込地区自治会 ・ｓｔｉｌｌ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ．
事業概要（方法）
①事前説明会
　本事業の運営には、押込自治会と事業１の参加者にご協力いただいた。協力者は「ほたルー
　プサポーター」とし、事前説明会にご参加いただいた。スーパーボールすくい、射的、型抜
　きのブース運営についてプレをおこなった。事業当日に着用する Tシャツ、キャップの配布
　をおこなった。
②ほたる鑑賞会、写真撮影会
　・小田川にて事業１で放流したほたるの鑑賞会をおこなった。
　　１８：３０～２１：００までの間、ホタルの里がある小田川横の押込第一公園にて、カレー、
　　スーパーボールすくい、射的、型抜き、昔遊びといった夏祭り風のブースを出展し、運営
　　についてはほたループサポーターにご協力いただいた。
　・１９：００～２２：３０の間に３６組限定で小田川の川底にステージをつくり、ほたるを
　　背景にした家族写真の撮影会をプロのカメラマンに依頼しおこなった。完成した写真につ
　　いては、自治会長から配布をおこなった。
検証方法と効果
１）検証方法
　 「ほたループサポーター」からアンケートを取得した。
　・ほたループサポーターの間で仲が深まったと感じましたか？
　　はいと回答した人数　　　　　２１名／２５名（８４％）

事業報告 地域コミュニティ再生委員会
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２）効果
①事前説明会
　ブース運営のプレをおこなったことにより、ほたループサポーターから、事業成功へ向けて
　様々な意見が出た。意見について、ほたループサポーター内で協議し、事業本番へ向けて当
　事者意識を高めることができた。
④ほたる鑑賞会
・本事業をおこなった押込第一公園横のホタルの里は、３０年前に整備され、ほたるが見られ
　る時期になると近隣住民が集う場所であった。しかし、近年は手つかずの状況であり、ほた
　るの数も減少していたため、事業１、事業２を通じてホタルの里の再生活動をおこなった。
　このような、身近な地域の魅力である「ほたる」テーマにイベントをおこなったことで、多
　くの方に自らが住んでいる地域への興味、関心を高めることができ、今後の地域活動への参
　加のきっかけをつくることができた。
・毎年、事業実施場所で夏祭りがおこなわれていたが、コロナ禍で長らく中止となっているこ
　とを受け夏祭り風の鑑賞会の設営をおこなった。地域の声を事業に反映したことで、多くの
　来場者があったと考える。
・プロのカメラマンでないと撮影が難しいほたるを背景にした写真を撮影することで、後日、　
　参加者に写真を見返してもらい、今後も本事業の思い出を振り返ってもらうことができる。
　完成した写真は各自治会長から参加者に配布していただき、地域の中で新しい交流のきっ　
　かけを生み出すことができた。

事業報告 地域コミュニティ再生委員会
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事業報告 地域コミュニティ再生委員会



人が豊かに生きる為には、人と人が触れ合う事が不可欠である。新型コロナウイルスのまん延による最大の

損失は、発展途上にある中高生のつながりの減少ではないかと常々思っていた。大人になる前の大事な時期

である中高生、彼らの対面でのコミュニティが減少することで、彼らが担う未来はどうなっていくのか。「

若者のつながりの創出」という理事長からのミッションは、この課題を解決することにもつながると思い、

委員長を拝命した。

コロナ禍に最も影響を受けた世代を各種アンケート等で確認し、ターゲットを高校生と設定した。また、様

々な心理学者の説を読み解き、「出会うためのきっかけ作り」「共通の目標に向け苦楽を共にする」「共に

達成感を味わう」という3つの段階を経ることにより、彼らの関係性が極めて向上することを学んだ。私は1

年間かけて、彼らを「一生の友達」とすることを目標として定めた。

事業１では、呉中の高校生を巻き込んだ「呉史上最大で最高な文化祭」を企画するべく、実行委員会メンバ

ーを一般公募した。集まった１９名の実行委員会メンバーが、事業２として１１月に開催する合同文化祭の

企画・運営を行った。５月に開催した顔合わせキャンプに始まり、毎週日曜日の定例会議、夏には合宿も行

い、合同文化祭の企画を進めながら彼らの関係性を構築していった。合計３５回、実行委員会メンバーが顔

を合わせ、準備を進めた結果、１１月１８日に無事「ＦＵＬＬ！フェス」を開催することができた。このイ

ベントには、高校生を中心に約２，５００名の来場者が訪れ、合計２００名以上の高校生が出演をしてくれ

た。初めて会う高校生同士が、連絡先を交換する姿を幾度となく目の当たりにし、若者のつながりの創出と

いうミッションは達成できたように感じる。

　そして何より、実行委員会メンバー同士がプライベートでも共に出かける関係になったこと。事業後、呉

のまちで彼らが楽しそうに並んで歩いている姿を垣間見た際に、この１年間の成果をかみしめることが出来

た。

ズッ友創造委員会

委員長　槙岡　達也

事業報告 ズッ友創造委員会
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事業名：４月担当例会
日　時：２０２３年　４月　３日（月）１９：５０～２０：５０
場　所：呉森沢ホテル２階　あき西、ＺＯＯＭ配信
事業概要（方法）
当委員会の基本方針、目的、年間事業計画、事業１を周知するための例会を行った。
①理事長所信から紐解いた当委員会のミッションや解決方法を、背景や学術的見解より説明した。
②青年会議所活動がズッ友作りにつながっている事をメンバーへのインタビューで補完する為の
　動画を流した。
③当委員会が実施する年間事業計画やズッ友創造事業１について詳細を説明した。
④ズッ友創造事業１でメンバーに協力いただきたい内容を伝え、協力要請をした。
⑤委員長挨拶をおこなった。　
⑥副理事長謝辞をおこなった。
検証方法と効果
１）検証方法
　　例会に参加したメンバーからアンケートを取得した。
　・例会に参加して、当委員会の基本方針と事業計画書は理解できましたか？
　　バッチリできた４０件　ややできた３件　どちらともいえない２件
　・例会に参加して、これから行う事業に理解、共感していただけましたか？
　　バッチリできた４２件　ややできた１件　どちらともいえない２件
　・例会に参加して、これから行う事業に参加したいと思いましたか？
　　はい４５件
２）効果
　・当委員会の目的に対し、なぜつながりが必要なのか、なぜ高校生がターゲットにするのかを、
　　大学の研究結果やコロナ禍での影響の調査結果をもとに説明したことで、理解が得られた。
　・我々が行っている青年会議所活動がズッ友作りに繋がっていることを、心理学的手法やメンバー
　　のインタビュー動画を用いることで、理解が得られた。
　・ズッ友創造事業１の具体的な内容とそれを実施する理由を、前述した心理学的手法等を用いな
　　がら伝えたことで理解が得られた。
　・長期にわたるズッ友創造事業１の内容に対し、時系列を追ってメンバーの役割を伝えることで、
　　メンバーへの協力依頼をすることが出来た。
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事業名：ズッ友創造事業１
　　　　「Ｈｉｇｈ Ｓｃｈｏｏｌ ａ 呉 呉（Ｇｏ Ｇｏ）！！！
　　　　　～呉縦断高校文化祭実行委員会～」
日　時：２０２３年４月３０日（日）～１１月１８日（土）
　　　・保護者説明会
　　　　２０２３年４月３０日（日）１７：００～１８：００
　　　・顔合わせキャンプ
　　　　２０２３年５月５日（金・祝）１０：００～５月６日（土）１１：００
　　　・定例会議
　　　　２０２３年５月１４日（日）～１１月１２日（日）までの
　　　　毎週日曜日１７：００～１９：００
　　　・夏合宿
　　　　２０２３年７月２９日（土）１０：００～７月３０日（日）１４：００
　　　・ズッ友創造事業２
　　　　２０２３年１１月１８日（土）１０：３０～１７：３０
場　所：保護者説明会・・・・・ＺＯＯＭでのＷｅｂ開催
　　　　顔合わせキャンプ・・・野呂山キャンプ場
　　　　定例会議・・・・・・・広まちづくりセンター第一講座室
　　　　夏合宿・・・・・・・・県民の浜
　　　　ズッ友創造事業２・・・呉信用金庫ホール＆中央公園４～６ブロック
協力団体：呉市（後援）、呉市教育委員会（後援）、呉こどもＮＰＯセンターＹＹＹ（後援）
　　　　　呉三津田高校、呉宮原高校、清水ヶ丘高校、広高校、崇徳高校、市立呉高校
　　　　　呉工業高等専門学校、呉港高校、呉青山中学・高等学校
事業概要（方法）
 （１）保護者説明会（４月３０日１７：００～１８：００　ＺＯＯＭにて開催）
　　・ＺＯＯＭでのＷＥＢ会議方式で、参加者の保護者に対し事業の背景や内容をお伝えした。
（２）顔合わせキャンプ（５月５日１０：００～６日１１：００野呂山キャンプ場にて開催）
　　①事業全体
　　・目的は、初対面の実行委員会メンバー同士が仲良くなり、仲間意識を芽生えさせること。
　　・参加者　１６名中１６名（全員出席）
　　②飯バトルウォークラリー
　　・目的は、チームごとにウォークラリーで同じ時間を過ごし、かつゲーム性を持たせることで
　　　同じ目的を共有・解決することを体感し、関係構築の第一歩とすること。
　　・４人組のチームを４つ作り、ウォークラリーをしながら５つのチェックポイントでそれぞれゲーム
　　　（共通点探しゲーム、ピンポン玉リレー、青春の叫び、ジェスチャーゲーム、バレートスリレー）を
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③肝試し
　・目的は、心理的に圧を感じる環境下で同じ時間を共有し、吊り橋効果で関係構築を助長すること。
　・先ほどのウォークラリーとは違う４人組のチームを４つ作り、各チェックポイントを回りなが　　
らコースを進み、至る所でＪＣメンバーが驚かせた。
④キャンプファイヤー
　・目的は、キャンプファイヤーを行うことで、今まで交流していない人も含めた今回の参加者全　　
体の一体感を構築すること。
　・各自のコミュニケーションを促す為の各種ゲーム（サイレントバースデーライン、猛獣狩り、
　　ヘリウムリング、輪っかくぐり）やダンス（マイムマイム）を実施した。
⑤第１回定例会議
　・目的は、リーダーと組織名を決めること。
　・リーダーが「内田歩輝」、組織名を「呉ＦＵＬＬフェスプロジェクト」とした。すんなりと決まり時
　　間が余った為、イベント名を「ＦＵＬＬ！フェス」とするところまで決まった。
（３）定例会議
　　（５月１４日～１１月１２日の毎週日曜日１７：００～１９：００、広まちづくりセンター・　　　
株式会社こっこーで開催）
　・１１月１８日に開催するＦＵＬＬ！フェスに向け、計２５回の会議を重ね企画・準備を行った。
（４）夏合宿（７月２９日１０：００～３０日１５：００　県民の浜にて開催）
　①事業全体
　・目的は、事業構築のラストスパートをすることと、メンバーの絆を深める事。
　・参加者　１９名中１５名
　②会議
　・定例会議と同様に、１１月１８日に開催するＦＵＬＬ！フェスに向け会議を行った。
　・ＦＵＬＬ！フェスの事業内容をすべて決めることをゴールと設定し、終わるまでとことん話し　　
合いを行った。
　・メンバーの保護者に対し行う中間報告会に向け、発表資料を作成し、発表練習を行った。
　③保護者向け中間報告会
　・ＺＯＯＭでのＷＥＢ会議方式で、参加者の保護者に対し中間報告を行った。
　④アクティビティ
　・ＢＢＱ、花火、海水浴、ビーチフラッグス、スイカ割りなどのアクティビティを、会議や報告　　
会の合間に実施した。
（５）ＦＵＬＬ！フェス
　　（１１月１８日１０：３０～１７：００呉信用金庫ホール及び中央公園４～６ブロックにて開催）
　　・実行委員会メンバーと共に、半年間かけて企画・準備を行ったイベント「ＦＵＬＬ！フェス」　　
　を実施した。
　　・詳細は事業２の報告議案を参照。
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検証方法と効果
１）検証方法…高校生実行委員メンバーに対してアンケートをおこなった。
　・これまでの活動を通してメンバーとズッ友になれましたか？
　　全員となれた、何人かとなれたと回答したメンバー１６名／１６名
　・新しいつながりを得ることができたと思いますか？
　　たくさんできた、できたと回答したメンバー１６名／１６名
　　（１９名中３名は途中リタイアの為、未回収となった。）
２）効果
（１）保護者説明会
　・参加者の保護者を対象に、事業を行う背景や事業内容を説明し、理解を得ることができた。
　　また、当日参加できなかった保護者・学校関係者に対して、ＹｏｕＴｕｂｅでのアーカイブを
　　配信したことで、満遍なく周知をすることができた。
（２）顔合わせキャンプ
　・飯バトルウォークラリーでは、各ゲームでメンバー各々の思いや性格、特徴を知れたことで、
　　仲良くなるための土台作りが出来た。
　・夕食の準備から食事までをチームのメンバーと共に行うことで、共同作業を通じて各々の距離が
　　近づいた。
　・休憩時間には、初めて会った実行委員会メンバー同士がボールを使ってバレーをする姿が見ら
　　れた。アイスブレイクはできているように感じた。
　・肝試しでは、ウォークラリーとは違うグループと共に回る事で、新たなつながりを作ることが出来た。
　・キャンプファイヤーでは、ＪＣメンバーも含め全体で取り組むことで、一丸となることが出来た。
　　一部のメンバーは勇気を出して発言をするなど、積極性が垣間見えた。
　・第１回定例会議では、前日の仲良くなるための仕組みが効いたのか、積極的な意見交換が見ら
　　れた。各メンバーのパーソナリティを理解し、リーダーを推薦するなど、スムーズな進行で当
　　初の予定以上の成果（イベント名の設定）まで到達した。
 （３）定例会議
　・大規模なイベントを開催するには、かなりの期間を要し話し合いをする必要があったが、全２
　　５回の定例会議に加え臨時会議や事前準備などを経て、無事にイベントが開催できるだけの企
　　画や準備ができた。
　・会議を重ねれば重ねるほど、確実に実行委員会メンバー同士が仲良くなる様を見ることが出来
　　た。特に１０月に入ると、事業当日に披露するダンスの練習や、必要な備品の作成という共同
　　作業に移り、彼らの距離感が一気に縮まったのを感じた。またある一定の期間に達すると、自
　　ら意見や　改善点を発言するようになり、同時に責任感も持つようになった。
　・１０月末から広まちづくりセンターが使えなかった為、会議場所を株式会社こっこーに変更し
　　た。時間制限のない場所での会議に変わったことで、自然と居残り作業をしたり、残っておや
　　つを食べたりする中で、彼らのコミュニケーションが増えていった。１１月３日に開催した第
　　２３回会議の後、実行委員会メンバー同士で自らカラオケに行くことになり、これにより完全
　　に彼らの間にあった壁は取り払われ、一生の友達に近づいたと確信している。
（４）夏合宿
　・通常の定例会議より、実行委員会メンバーが多数集まった。大勢が集うことで、彼らの壁がな
　　くなっていく様子がみてとれた。
　・２時間しかない通常の定例会議と違い、朝から晩まで会議の時間が取れたことで、飛躍的に事
　　業の概要が詰まっていった。結果的に、当初のゴールであったＦＵＬＬ！フェスの事業概要が
　　すべて決まり、保護者への中間報告会の資料も作成できた。
　・懸垂大会やｅスポーツ大会のプレを行うことで、本番に向けたイメージを膨らませることが出来た。
　・保護者に向けた中間報告会では、実行委員会メンバー各々が役割を持ち、夜な夜な練習をした
　　ことで、自信を持って発表することが出来た。
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　・実行委員会メンバー向けにとったアンケートにもある通り、この合宿で行ったアクティビティ
　　は実行委員会メンバーの満足度が高かった。花火や海水浴、スイカ割りなど、コロナ禍ではで
　　きなかった夏の思い出を共有する事で、彼らの関係性は間違いなく深まっていったと思う。
（５）ＦＵＬＬ！フェス
　・事業２の報告を参照。



事業名：９月担当例会
日　時：２０２３年　９月　４日（月）
　　　　１９：５０～２０：５３
場　所：クレイトンベイホテル３階　天の間、ＺＯＯＭ配信
協力団体：呉ＦＵＬＬフェスプロジェクトメンバー、プロジェクトメンバーの保護者、学校関係者
事業概要（方法）
当委員会が行う事業を円滑に運営するため、会員に対し事業の周知を行った。
①当委員会の基本方針、目的、年間事業計画、事業１を振り返るプレゼンテーションを行った。
②「呉ＦＵＬＬフェスプロジェクト」メンバーより、これまでの定例会議を通じ決めた内容の報告
　を行った。
③これまでの軌跡を、動画を用い表現した。
④委員長挨拶を行った。
⑤副理事長謝辞を行った。
検証方法と効果
１）検証方法
　　当委員会の基本方針、活動計画、ともに活動する意識は高まったか、幹事から各委員会メンバー
　　にＷＥＢにてアンケートをおこなった。
　①例会に参加して、当委員会の基本方針・目的・年間事業計画・事業１の内容の振り返りができ
　　ましたか？
　　バッチリできた４８件　ややできた４件　どちらともいえない１件　全くできなかった１件
　②例会に参加して、呉ＦＵＬＬフェスプロジェクトのメンバーがこれから行う事業に理解、共感
　　していただけましたか？
　　バッチリできた５１件　ややできた３件
　③例会に参加して、これから行う事業に参加したいと思いましたか？
　　はい５４件
２）効果
　・当委員会の事業目的やロジック、事業１の振り返りを行い、これまでの活動の成果と反省点を
　　伝えることで、当委員会が行っている事業の理解度が高まった。
　・高校生実行委員会である呉ＦＵＬＬフェスプロジェクトメンバーより発表を行う事で、彼らの
　　思いを直接伝えることが出来た。結果として、メンバーに取ったアンケートの「これから行う
　　事業に参加したいか」という質問に対して、「はい」という回答を１００％得ることが出来た。
　・呉ＦＵＬＬフェスプロジェクトメンバーの参加者が１３名と、普段の定例会議よりも出席者が
　　多かったことから、このようなイベントごとを挟むことで彼らの意識が高まったと感じる。
　・厳粛な場で、且つ５０名強の大人に対し発表を行ったことで、呉ＦＵＬＬフェスプロジェクト
　　メンバー同士が協力し、共通の困難を乗り越える経験が出来た。結果として、その後の定例会
　　議等でも積極性が増し、彼らの関係性も向上したと感じる。
　・呉ＦＵＬＬフェスプロジェクトメンバーの保護者の方や学校関係者の方にも参加して頂いたこ
　　とで、より彼らの協力体制が増したと考えられる。

事業報告 ズッ友創造委員会
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事業名：ズッ友創造事業２「ＦＵＬＬ！フェス」
日　時：２０２３年１１月１８日（土）　１０：３０～１７：３０ 
場　所：呉信用金庫ホール、中央公園４～６ブロック 
協力団体：呉市（後援）、呉市教育委員会（後援）、呉こどもＮＰＯセンターＹＹＹ（後援）、
　　　　　呉三津田高校、呉宮原高校、清水ヶ丘高校、広高校、崇徳高校、市立呉高校、
　　　　　呉工業高等専門学校、呉港高校、呉青山中学・高等学校
事業概要（方法）
・呉史上、最大で最高な文化祭「ＦＵＬＬ！フェス」を開催した。企画者をはじめ、出演者や来場
　者も高校生をメインターゲットとした。このイベントのコンセプトは以下の５点とした。
　１．呉中の高校生（約５，０００人）を巻き込む。
　２．ノリ、勢いで来られる。
　３．運動部も文化部も輝ける。
　４．学校の文化祭では出来ないことをする。
　５．高校生らしいことをする。
・呉信用金庫ホールと中央公園４～６ブロックを使用し、計４ブロックそれぞれで事業を行った。
（１）呉信用金庫ホール
　　屋内ステージ公演を主とした事業を行った。
　　①呉三津田高校書道部による書道パフォーマンス
　　②呉三津田高校、広高校、呉高専各校の軽音部による８組のバンド演奏
　　③広島出身プロミュージシャン「ＲＥＤｉｎＢＬＵＥ」によるバンド演奏
　　④一般応募によるｅスポーツ「大乱闘スマッシュブラザーズＳＰＥＣＩＡＬ」大会の実施
　　⑤お笑い芸人「蛙亭」「バンビーノ」によるお笑いライブ
　　⑥呉青山中学校ドローン部によるドローン体験
　　⑦呉三津田高校放送部による司会
（２）中央公園４ブロック
　　屋外ステージ公演を主とした事業を行った。
　　①市立呉高校吹奏楽部による吹奏楽演奏
　　②呉ＦＵＬＬフェスプロジェクトメンバーと呉氏によるダンス披露
　　③一般応募による懸垂大会
　　④呉高専ダンス部によるダンスパフォーマンス
　　⑤高校生シンガーソングライター寿理による弾き語り
　　⑥パントマイムアーティスト、アメノシズによるパントマイムショー
　　⑦一般応募によるカラオケ大会
　　⑧一般応募による弾き語り
　　⑨清水ヶ丘高校看護科による救護ブース
　　⑩大窪シゲキ氏による司会
（３）中央公園５ブロック
　　体験ブース出展を主とした事業を行った。
　　①清水ヶ丘高校茶道部による煎茶振る舞い
　　②呉高専ロボット制作部によるイライラ棒体験
　　③呉高専ピアノ同好会によるストリートピアノ演奏
　　④村上貴信氏による参加型ライブペインティング
　　⑤広高校科学部によるＶＲ体験
　　⑥呉ＦＵＬＬフェスプロジェクトメンバーによるリフティング対決
　　⑦呉ＦＵＬＬフェスプロジェクトメンバーによるフォトスポット（顔ハメ）
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（４）中央公園６ブロック
　　飲食ブースを主とした事業を行った。
　　①呉青年会議所新入会員による職業体験ブース「ワークレ」
　　②各種キッチンカー・店舗による飲食物販売
　　・企業より、協賛金を募り、協賛企業への広告媒体として、パンフレット、看板、スタッフＴ
　　　シャツ、スタッフパーカーを作った。パンフレットは受付にて配布した。また、４ブロック
　　　のステージのバックには看板を設置し、協賛企業の広告を掲示した。さらにスタッフＴシャ
　　　ツ・パーカーには協賛企業のロゴを印刷し、このスタッフＴシャツは各校より募集するボラ
　　　ンティアスタッフが着用し、パーカーは呉ＦＵＬＬフェスプロジェクトメンバーが着用した。
　　・会場全体に、計８つの高校クイズパネルを設置した。この８つの高校クイズパネルには、参
　　　加している高校のクイズを掲載した。パンフレットにＬＩＮＥ公式アカウントのＱＲコード
　　　を掲載し、このＬＩＮＥ公式アカウントを用いクイズに回答。これらのクイズに全問正解し、
　　　アンケートの回答を、キーワードを受付に伝えた来場者には、オリジナルタオルを贈呈した。
　　・呉こどもＮＰＯセンターＹＹＹには、彼らの事務所を出展者の高校生の荷物置きとして活用
　　　させて頂いた。また、呉信用金庫ホールの楽屋番の役割をお願いし、出演者の呼び出し等を
　　　お願いした。
検証方法と効果
１）検証方法
　　高校生実行委員メンバーに対してアンケートをおこなった。
　　・これまでの活動を通してメンバーとズッ友になれましたか？
　　　全員となれた、何人かとなれたと回答したメンバー１６名／１６名
　　・新しいつながりを得ることができたと思いますか？
　　　たくさんできた、できたと回答したメンバー１６名／１６名
２）効果
　　・実行委員会メンバーの関係性が深化し、一生の友達と言える関係となれたことが一番の成果
　　　である。実行委員会メンバーがステージに上がる際には、当たり前のように他のメンバーが
　　　応援に駆け付けていた。事業が終わった後には、実行委員会メンバー１２名が打ち上げと称
　　　したカラオケに出かけていた。彼らは、西南学院大教授でコミュニケーション学者もある宮
　　　原哲氏が唱える「統合の段階」、いわゆる「ズッ友」になれたと確信している。
　　・この事業に出演してくれた高校生は２００人を超え、学校の枠を超えたつながりが創出でき
　　　た。カラオケ大会の参加者は、お互いの健闘を称え、初対面にもかかわらずＩｎｓｔａｇｒ
　　　ａｍのアカウント交換をしていた。他校の軽音部同士が互いの演奏を聴き、「今度一緒にラ
　　　イブをしませんか？」と声掛けをしていた。懸垂大会の決勝が終わった後、優勝者を称え共
　　　に戦ったメンバーが握手を求めていた。私の目が行き届かない場所でも、そのようなやり取
　　　りがあったことが想定される。
　　・参加者は、小中学生や保護者も含めのべ２５００人程の方がイベントを楽しんでくれた。参
　　　加した小学生の保護者の方の意見としては、「子供の進路の参考になった」という声も聞こえた。
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〔スローガン〕ひとりはみんなの為に、みんなはひとつの目的の為に

　拡大アカデミーの委員長として何をするべきなのか。面談をして入会候補者と会い、面接をし、セミナー

を行い、１０月担当例会を行う。簡単に言えばこれだけのことですが、委員長予定者の段階で、本会の会員

数に直結する拡大アカデミーという重圧に押しつぶされそうになっていたのを今になって思い出す。

拡大では委員会単位での拡大推進を進め、多くの情報を得たとともに、私自身も多くの候補者と面談した。

よくある良いことばかりを伝えるのではなく、自分自身が感じているメリットとデメリットをしっかりと伝

えることで呉青年会議所での活動には良いことも悪いこともあることを知り候補者本人たちの意思で仮入会

をしてもらった。

　みんなでやるを合言葉に、例年以上に現役会員と仮入会員を関わらせることができた。その甲斐もあって

か現役会員が仮入会員の顔と名前を覚えるのも早く、入会時にはすでに全員が全員をわかっている状態にま

でなったことは本当に良かったと思う。

　仮入会員には、呉青年会議所を体験してもらうために、入会候補者面接、２回のセミナー、仮入会員会議

、担当例会、新入会員事業を実施した。今年度は新入会員による新入会員事業を実施できたことが例年と違

う。これまで必死に会議を重ねてきた新入会員の頑張りと、陰ながら支えてくれた現役会員が仮入会員を気

にかけてくれたおかげで、最後まで委員長としての役を全うすることができた。

　これまで人に大した興味もなく、人見知りであった私に新しい出会いと経験をさせてくれた呉青年会議所

に感謝しています。また「人とのつながりは素晴らしい」この委員長所信の書き出しの通り、人と人とのつ

ながりを存分に感じることができた1年間となったことは私の青年会議所生活で最高の宝となった。

　最後に、右も左もわからぬまま青年会議所の門を叩き、新入会事業までやり遂げた８名の新入会員に敬意

を表し事業報告とする。

みんなでやる委員会

委員長　　神田　大

〔スローガン〕

ひとりはみんなの為に、
みんなはひとつの目的の為に



事業名：２０２３年度会員拡大方針
日　時：拡大活動　　２０２２年１１月２５日（金）～２０２３年１１月３０日（木）
　　　　アカデミー　２０２３年　３月３１日（金）～２０２３年１０月　２日（月）
場　所：クレイトンベイホテル３階　　ＺＯＯＭ配信
事業概要（方法）
　・入会候補者リストの整理・情報収集を行った。
　・パンフレットや入会後行事等の案内を、拡大公式ＬＩＮＥを利用し配信した。
　・委員会単位の拡大活動「互人組」を実施した。
　・仮入会員会議に現役会員に参加してもらい、理事会や例会後の二次会に仮入会員を参加させた
　　みんなでやるアカデミーを実施した。
検証方法と効果
１）検証方法　アンケートを実施した。
　〇拡大活動に関して
　・拡大活動【互人組】の内容はよく理解できましたか。
　　よく理解できた　６９．２％　できた　３０．８％
　　あまりできなかった・できなかった　　　　　０％
　・拡大活動【互人組】の良かった点を記入してください。
　　委員長所信である「みんなでやる」を全うできた。
　・拡大活動【互人組】の改善点を記入してください。
　　３月を過ぎると活動がほぼなくなったため、定期的に情報の
　　更新を促すと良かった。
　・拡大方針・拡大活動で感じたことを教えてください。
　　公式ＬＩＮＥで全体の動きが確認できたのがよかった。
　　また理事会への参加も真剣な雰囲気が伝えられとても良かった。
　〇アカデミーに関して
　・アカデミー期間中、仮入会員との接点はよく持てたと思いますか？
　　よく持てた　　　　　６６．７％　少し持てた　　２０．５％
　　あまり持てなかった　１０．３％　持てなかった　　２．６％
　・みんなでやるアカデミーについてよかった点を教えてください。
　　みんなでやるというのがいいですね。
　・みんなでやるアカデミーについて改善点を教えてください。
　　ミニ四駆など、これまでにない交流のやり方でとても楽しかったです。
　・拡大方針・アカデミー活動で感じたことを教えてください。
　　各組、もっとスケジュールを組んで進捗状況の確認ができればよかった。
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２）効果
　・入会候補者リストを整理し、拡大を推進したことで多くの候補者へアプローチすることができ
　　た。また公式ＬＩＮＥを作成し新たな候補者情報を収集し共有したことで、みんなでやる委員
　　会独自の配信ができた。
　・スムーズな拡大活動が行えるようパンフレット等を公式ＬＩＮＥを利用し配信したことで、ス
　　マホ１つでＰＤＦデータをダウンロードし候補者に渡すことができた。
　・委員会単位での拡大活動を行ったことで、委員会内での結束が強まり、意識を高めあって仮入
　　会員を獲得することができた。
　・仮入会員会議を始め、例会後の二次会や理事会に参加させたことで仮入会員と現役会員の接点
　　が増え人間関係の構築ができた。



事業名：２月担当例会
日　時：２０２３年２月６日（月）１９：５０～２０：２４
場　所：クレイトンベイホテル３階 天の間　ＺＯＯＭ配信

事業概要（方法）
　委員会の基本方針、年間事業計画の周知及び拡大活動と
　アカデミーをみんなでやるために例会を　行った。
①拡大の必要性についての説明及び、基本方針・スローガンの説明を行った。
②年間事業計画の説明を行った。
③みんなでやるアカデミーの説明を行った。
④シチュエーション対決を行った。
⑤委員長挨拶を行った。
⑥担当副理事長謝辞行った。

検証方法と効果
１）検証方法　例会出席者に対しＷＥＢアンケートを実施した。
　①今回の例会に参加して、当委員会の基本方針と事業計画は理解できましたか？
　　はいと回答した人数４３名／４３名（１００％）
　②会員の拡大について、拡大の必要性は理解できましたか？
　　はいと回答した人数４１名／４３名（９５％）
　③あなたはなぜ拡大が必要だと感じますか？
　　「成長と発展の機会を増やすため」、「会員数が減るということは、ＪＣ活動が衰退するというこ
　　とだから」等、各人で拡大を行う理由をしっかり持っていることが分かった。
　④呉青年会議所を紹介したいと思う人がいればご紹介ください。（名前・勤務先・役職・連絡先）
　　「すでに情報を出し尽くした」や、現在入会候補者リストに名前がある人物数名が紹介者とし
　　て挙がり、これまでのみんながしっかり拡大活動を行っていることが分かった。
２）効果
　・当委員会の基本方針及び年間事業計画、拡大の必要性を会員に直接伝えることができ、残され
　　た入会候補者面接までの期間でまだ何ができるのかを考えることができた。
　・会員は入会候補者の質問に対して的確な返答ができることが確認でき、発表者に成長の機会を
　　与えることができた。
　・例会後の拡大情報収集では、多くの委員会から今まで以上の入会候補者情報を　確認できたと
　　共に、面談報告や面談予定報告も増えた。
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事業名：入会候補者面接
日　時：２０２３年３月２０日（月）　１９：００～１９：５６
　　　　２０２３年３月２４日（金）　１９：００～１９：３５
　　　　２０２３年４月　３日（月）　１８：００～１８：２７
場　所：クレイトンベイホテル３階　花の間
　　　　クレイトンベイホテル３階　花の間
　　　　呉森沢ホテル２階

事業概要（方法）
　拡大活動により入会申込書を提出した入会候補者が呉青年会議所に相応しいかを審査するため、
　一人３分間のスピーチ及び質疑応答を行った。テーマは「私の人生設計」とし、厳粛な雰囲気づ
　くりを行い、候補者に緊張感を持たせて入会候補者面接を行った。ＺＯＯＭ配信はしていないた
　め現地に来てくれる現役会員が多いのが重要だった。

検証方法と効果
１）検証方法　面接時の現役会員の数を数えた。
　　第１回入会候補者面接　現役会員２９名、直前理事長１名　（入会候補者６名）
　　第２回入会候補者面接　現役会員２２名　　　　　　　　　（入会候補者３名）
　　臨時入会候補者面接　　現役会員１４名　　　　　　　　　（入会候補者２名）
２）効果
　・各入会候補者面接において、スマホ等通信機器の電源を切るか、マナーモードへの設定変更を
　　促したことで面接中にスマホ等通信機器の音が鳴ることはなく、現役メンバーが厳粛な雰囲気
　　を作ってくれたことで、入会候補者に良い緊張感を持たせ、スピーチを行うことができた。
　・スピーチでは、マスクを外すということを事前に伝えており、また司会アナウンスでも伝えた
　　ことで大半の候補者がマスクを外してスピーチを行った。候補者の顔がしっかりと見られた良
　　い面接となった。
　・スピーチテーマを［私の人生設計］とし３分間スピーチを行ったが、スピーチテーマを設定す
　　ることで入会候補者に考えさせる良いきっかけとなった。
　・質疑応答では、全員が挙手することに加え候補者に対する質問者を事前に選定し質問を行った
　　が、各入会候補者に対して選定された質問者が質問を真剣に考えるということができた。また
　　資料等に掲載されていない情報の質問等があったことで候補者の現場対応力を見ることができた。
　・面接日を２日間としたことで、候補者の都合に合わせることができ、ぎりぎりまで拡大活動を
　　行うことができた。
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事業名：仮入会セミナーⅠ
日　時：２０２３年５月２７日（土）１３：００～
　　　　　　　　　　～２８日（日）１２：００
場　所：県民の浜（蒲刈）

事業概要（方法）
　青年会議所の基礎知識の習得と現役会員と仮入会の関係構築を目的としたセミナーを実施した。
　セミナーは開会式で始まり閉会式で終えたが、青年会議所の基礎知識習得の座学と、クリードや
　ミッション等を楽しく学ぶためにウォークラリーを実施した。また現役会員と仮入会員の関係構
　築をするために、チームに分かれてカッター体験で団結し、大懇親会では多くの会員と関係を構
　築することができた。

検証方法と効果
１）検証方法
　・ウォークラリーの各ポイントでクリード等が
　　しっかり言えるかどうかを審査した。
　・座学にて基礎知識の確認テストを実施した。
２）効果
　・例会同様にセレモニーを行ったことで、青年会議所の雰囲気を体験することができた。
　・歴代委員長の話を聞いて、事業構築について考えるきっかけとなった。
　・カッター体験ではチーム内メンバーの名前を掛け声にカッター体験を行った。最後にレースを
　　行いチームで一致団結することができた。
　・ウォークラリーではチェックポイントごとに設定したクリード、ミッション、ビジョン、宣言
　　文、綱領を覚えた。また歩いているときには現役会員が積極的に仮入会員に教えたことで関係
　　も構築できた。
　・懇親会及び二次会では、仮入会員とおいしいごはんとお酒で多くの会話の機会を提供すること
　　ができた。また青年会議所のオンとオフをしっかりとみせることができた。



ー３３ー

事業報告 　みんなでやる委員会

事業名：仮入会員セミナーⅡ
日　時：２０２３年８月２６日（土）１３：００～２１：００
場　所：呉市立本通小学校／居酒屋とりのす
事業概要（方法）
　仮入会員と現役会員のより良い関係の醸成を目的とし、
　セミナーを行った。セミナーではミニ四駆を用いて、
　現役会員と仮入会員が積極的に議論をし、世界に一つの
　ミニ四駆を完成させた。
　①セミナーの流れとミニ四駆についての説明を行った
　②各チームに分かれて、ミニ四駆を制作した。
　③コースを自由に走らせ議論し、何度も調整を行った。
　④作ったミニ四駆を互いに競うトーナメントを行った。
　⑤表彰式を行った。
検証方法と効果
１）検証方法　ミニ四駆を通じて積極的に議論ができかたどうかのアンケートを行った。
　　チームでよく話をしてミニ四駆をつくりましたか？の問に対し全員がはいと答えた。どのチー
　　ムも多くの議論をしたことで仮入会員と現役会員の関係はよりよく醸成された。
２）効果
　・チームリーダーを仮入会員とし、仮入会員が引っ張ることでチーム内での議論を活発に行うこ
　　とができた。
　・仮入会員が積極的に意見を出し議論したことで、現役会員と関わることができた。
　・事業で現役会員との関係を醸成できたことで、懇親会を欠席する予定だった仮入会員が懇親会
　　に参加した。
　・調整の時間を多くとっていたことで、参加者がしっかりと考え抜いたミニ四駆を作成することができた。
　・賞品があったことで、後日チームでの懇親会を行うことができ、仮入会員と現役会員が例会や
　　事業とは違った形で交流を持つことができた。
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事業報告 　みんなでやる委員会

事業名：１０月担当例会
日時：２０２３年１０月　２日（月）１９：５０～２０：５３
場所：クレイトンベイホテル３階 天の間　　ＺＯＯＭ配信

事業概要（方法）
　現役会員に仮入会員の強固な関係性を感じてもらい、温かく
　新入会員を迎えてもらうことを目的に例会を行った。
・事業についてプレゼンテーションを行った。
・新入会員のアカデミー期間をまとめた動画を流した。
・バッジ授与式を行った。
・同期会会長より決意表明を行った。
・委員長挨拶を行った。
・副理事長挨拶を行った。
検証方法と効果
１）検証方法
　・現役会員と仮入会員にアンケートを行った。
　・壇上で発表している仮入会員が誰かわかったかの問に対し、９２％もの現役会員がわかったと
　　回答した。また仮入会員は同期との関係を良く深めることができたと回答し、７５％の仮入会
　　員が現役会員と多くの関係を持てたと回答した。
２）効果
　・新入会事業がどういったものかを現役会員に周知することができた。
　・新入会員ひとりひとりをしっかりと見せることができた。
　・新入会員の団結した姿を現役会員に見せることができた。
　・仮入会員会議や事業を通じて、これまでやってきたことを見せることができた。
　・新入会員にバッジ授与を行うことで呉青年会議所の正会員となり、自覚を持つことができた。
　・決意表明を行うことで、新入会員全員がこれから呉青年会議所の一員となり、呉青年会議所活
　　動に邁進するためのスタートを切ることができた。
　・例会後は呉青年会議所の正会員として、事業に向けた取り組みが増えた。
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事業報告 　みんなでやる委員会

事業名：新入会員事業

日時：２０２３年１１月１８日　１０：００～１６：１８

場所：中央公園６ブロック

事業概要（方法）

・新入会員に呉青年会議所の一員である自覚を持たせるために、

　新入会員が仮入会員期間中に構築してきた事業を実践した。

・４月～１０月までの半年間、新入会員が必死で構築してきた

　事業を行った。

・事業はＬｅｔ‘ｓワークレ！　～Ｌｅｔ’ｓ　ｅｎｊｏｙ　

　ｗｏｒｋｉｎｇ　ｉｎ　ｋｕｒｅ～と　名打ち、中高生に

　向けた職業体験を行った。

検証方法と効果

１）検証方法

　　○新入会員にアンケートを行った。

　　・新入会員全員が新入会員事業を実行して、呉青年会議所へ入会したことを実感することがで

　　　きたと回答した。また事業に参加してくれた現役会員は、新入会員の成長を感じることができた。

２）効果

　　○仮入会員会議では多くの会議を重ねたことで、呉青年会議所の事業構築をどのように行って

　　　いくのかを学ぶことができた。

　　・仮入会員の人間関係が構築され、なんでも言い合える仲間となった。

　　・現役会員に来てもらったことで、人の意見を聞き入れる余裕ができた。

　　・現役会員との関係醸成ができ、アドバイスを求めることができた。

　　○理事会に参加したことで、様々な人の意見を聞き、より良い事業となっていくのかを実践を

　　　通じて考えていくことができた。

　　・呉青年会議所の事業がどのようにして実行されるかというプロセスを学んだ。

　　・理事会の雰囲気を体験することができた。

　　・新入会事業の議案が揉まれ、事業がより良くなっていくことを実感できた。

　　・仮入会員会長が質疑応答をしたことで、理事役員に真剣に考えていることのアピールができた。

　　・仮入会員全員を対象としたことで、理事会に参加できた仮入会員が多かった。

　　○当委員会のメンバーが自分事として積極的に参加し、仮入会員をフォローすることができた。

　　・当委員会では対内事業がメインであり、拡大アカデミーの目的としても対内向きであること

　　　から、　スタッフ任せになりがちであるが、対外事業を行うことで仮入会員を媒体として委

　　　員会メンバーが一致団結することができた。

　　・対外事業を行うにあたり、委員会メンバーが積極的に仮入会員のフォローをすることができた。



ー３６ー

事業報告 　みんなでやる委員会
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事業報告 ＤＸ広報委員会

「活動する人を伝える広報」を実施するにあたり、誰もが日々の暮らしの中で大切にしている「情報」につ

いて考えてみました。食べる物ひとつとっても、製造会社や含まれる食品、添加物の有無、生産者の顔やレ

ビューなど、近年では意識せずともそれらの商品やサービスの裏側となる情報をもとに購入し、使用してい

る方も多いのではないでしょうか。そういった情報が一見の顧客をリピーターへと昇格させ、商品やメーカ

ーのファンを生み、より良い商品の開発や企業の成長へと繋がります。我々青年会議所についても同じこと

が言えるのではと考え、２０２３年度は呉青年会議所の裏側、即ち団体を動かしているメンバーについて、

更にそこで生まれたストーリーなどの人となりを発信し、より多くのファンを生み出すべく活動しました。

まず取り組んだのが対外広報と同時に行う、対内向けの発信でした。自らが己の団体やメンバーに対し、フ

ァンにならなければ発信する土台が整わないと考え、日々の活動や広報誌ＫＡＷＡＲＡ版での情報の共有と

発信をおこないました。このことにより先ず以て私自身が団体やメンバーについての知識について知らない

点が多いことに気づかされました。取材や記事の作成を繰り返す内に、発信する意欲はより掻き立てられ、

更に多くの人に我々の情報を届けたいと考えるようになりました。その想いをまずは委員会内で共有し、同

じモチベーションで活動をおこなえるよう態勢を整えていくことにもつながりました。日々の投稿の反応は

如実に数値として現れ、実際に対内外から多くの反響をいただきました。この声が今後の呉青年会議所の活

動の一助となり、メンバーがより輝き、呉市の明るい豊かな社会への実現となれば幸いです。

最後に、人生で一度しか経験することが出来ない青年会議所での委員長という役を無事に努めることが出来

たのは常に支えてくれた内冨副理事長、無茶な要望に耐えてくれた副委員長と幹事、委員会メンバー、そし

て日々ＪＣ活動に徹していた全メンバーの賜物です。

ＤＸ広報委員会

委員長　金子　健太郎

〔スローガン〕

裏側にこそ
　　ある魅力



事業名：事業計画書・会員手帳作成事業
日　時：２０２３年１月１日～１月８日 
場　所：適宜

事業概要（方法）
・事業計画書及び会員手帳を作成し、郵送もしくは手交にて配布した。

検証方法と効果
１）検証方法
　・年間事業報告書について、郵送と手交により配布した
　・会員手帳については配布後、改善点を聞き取るためアンケートを実施した。
２）効果
　・手交でお渡しした際には年間事業計画について説明を行い、協力や理解を深めてい
　　ただいた。
　・会員手帳配布後のアンケートでは紙媒体以外のデータでの閲覧に関する意見が寄せられたが、
　　会員間の情報共有として必要であると意見が多数であった。個人情報の取り扱いについても情
　　報漏洩の更なる対策についての声が寄せられた。
　・以下アンケート結果（特別会員１０名、現役会員２０名に実施）
　１．手帳について改善したほうが良い箇所はございますか？
　　　ある　６名　　ない２４名
　２．ある　と答えた方はお気づきの点をご記入ください。
　　・誤字脱字に注意
　　・あいうえお順のほうが探しやすい
　　・個人情報の制限が必要。
　　・年配の特別会員の方の連絡先などの更新が出来ていない。
　　・自宅住所は掲載不要
　３．手帳は希望者だけの作成でも良いと思いますか？
　　　思う２３名　思わない７名
　４．その他、手帳に関する要望がございましたらご記入ください。
　　・無関係なＤＭが自宅や勤務先に届くなど個人情報が洩れていたりするので、個人情報の管理
　　　をさらに徹底する仕組みが必要である。
　　・冊子は必要な方には配布して、原則デジタル化して欲しい。
　　・手帳を廃止し、会員専用ＨＰでの閲覧やデータ配信も検討。
　　・毎年配られる手帳を楽しみにされている特別会委員も居ます。

ー３８ー

事業報告 ＤＸ広報委員会



事業名：２月担当例会
日　時：２０２３年　２月　６日（月）
　　　　２０：２０～２０：５０
場　所：クレイトンベイホテル３階
　　　　天の間／ＺＯＯＭ配信

事業概要（方法）
・当委員会の行う広報活動の背景と実施内容、及び異業種交流会の
　概要を伝えるため例会を行った。
　１．基本方針の背景の説明
　　　当委員会の実施している広報活動の背景について説明をおこなった。
　２．年間事業計画の説明
　　　当委員会の実施している広報活動について説明を実施した。
　３．異業種交流会概要について
　　　異業種交流会の事業概要と事業の一部について説明と体験の場を
　　　用意し、事業のイメージの共有と協力依頼をおこなった。
　４．委員長挨拶をおこなった。
　５．担当副理事長謝辞をおこなった。

検証方法と効果
１）検証方法…例会参加メンバーに向けてアンケートを実施した。
　　年間事業目的の理解度については３６件中３５件が理解できたとの回答を得た。
　　また事業の協力への意向については１００％の回答を得た。

２）効果
　・発表内容に関しては現役会員を交えた具体的事例を盛り込むことで興味を惹くことができた。
　　事業概要の説明においても単調とした発表ではなく、体験を通じ会場を巻き込みながら行うこ
　　とで理解を促すことが出来た。
　・年間広報事業の一環行ったＳＮＳ利用状況アンケートを取っていたことで、ＫＰＩであるＩｎ
　　ｓｔａｇｒａｍの現役会員登録者数と公式アカウントフォロー１００％の達成に向けて、未登
　　録の対象者に対し、２月例会議案可決後から例会当日までに直接アプローチすることで達成す
　　ることが出来た。

ー３９ー

事業報告 ＤＸ広報委員会
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事業名：異業種交流会
日　時：２０２３年２月２６日（日）
　　　　１３：００～１６：００
場　所：ビューポートくれ　３Ｆ　大ホール
協力団体：株式会社ハッシン会議

事業概要（方法）
・広報に関心のある一般参加者を集め、呉青年会議所の広報
　委員会がセミナーを行い、広報について異業種で学び、交
　流する事業を実施し、呉青年会議所のメンバーの人となり
　について知っていただいた。
１）１月３０日１９時よりＺＯＯＭにて㈱ハッシン会議代表
　　の井上千絵氏による事前セミナーを実施した。 
２）２月１６日１９時よりＺＯＯＭにて異業種交流会「ＦＡ
　　Ｎ＆ＦＵＮミーティング」に向け、当日のセミナーのリハーサルを現役メンバーと講師の井上
　　千絵氏の前で実施した。
３）２月２６日、ビューポートくれ３Ｆ大ホールにて下記の通りＦＡＮ＆ＦＵＮミーティングを実
　　施した。
　・理事長挨拶をおこなった。
　・委員長挨拶、趣旨説明、特別講師紹介をおこなった。
　・アイスブレイクをおこなった。
　・広報セミナーをおこなった。
　・グループワークをおこなった。
　・発表をおこなった。
　・撤収開始時間まで名刺交換を行い、ステージ前にて集合写真を撮影した。

事業報告 ＤＸ広報委員会
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検証方法と効果
１）検証方法
　　一般参加者４９名に向けてアンケートを実施した
２）効果
　　当事業の目的に対して該当する下記の３件の項目では、
　　５．呉青年会議所の会員の人となりが伝わりましたか？ →はい４９名
　　９．呉青年会議所で活動する人と接して、応援したくなりましたか？→はい４８名
　　　　という回答を得ることが出来た。また下記の問いに対し、
　　６．呉青年会議所の中に印象に残ったメンバーはいましたか？→はい４６名
　　という回答から更に、テーブルで同席したメンバーの名前を記載された方も多く、
　　メンバーを周知したことで団体への愛着につなげることが出来た。

事業報告 ＤＸ広報委員会
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事業報告 ＤＸ広報委員会

事業名：７月担当例会「呉ＪＣファン感謝祭」
日　時：２０２３年７月９日（日）　１３：００～１５：４０
場　所：クレイトンベイホテル３階　天の間１・２
　　　　ＺＯＯＭ配信
協力団体：コミュニティサロンつなぐ
事業概要（方法）
・呉青年会議所現役会員の家族、友人、知人を招き、
　例会セレモニー、呉ＪＣファン感謝祭と冠した
　懇親会を下記の通り実施した。
１）７月例会（セレモニー部分）１３：００～１３：３０
　・理事長挨拶をおこなった。
　・理事会報告をおこなった。
　・同好会紹介をおこなった。
　・監事講評をおこなった。
２）写真撮影、呉ＪＣファン感謝祭　１３：３０～１５：４０
　・ステージにて集合写真を撮影した。
　・名札シールを配布し、ニックネームを記入してもらい衣服に貼り付けた。
　・金子委員長により開会宣言を実施した。
　・理事長挨拶を実施した。
　・金子委員長により事業概要、趣旨説明、託児ブースの案内をおこなった。
　・ミニゲームとして呉ＪＣメンバークイズを実施した。
　・歓談の時間を利用し、ＪＣじゃんけん大会を実施した。
　・ＪＣじゃんけん大会の集計を行い、記念品を贈呈した。
　・子どもたちへ駄菓子詰め放題タイムを実施した。
　・担当委員長挨拶、副理事長謝辞をおこなった。
　・一般参加者へアンケートを実施した。
　・現役メンバーへ記念品を配布した。
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検証方法と効果
１）検証方法
　　事業内で使用したじゃんけんカード全メンバー分を１セットにし記念品として全メンバーへ配
　　布し、期日までに使用していただき、その様子を写真に記録した。結果、４９名中４５名が使
　　用したことで、記念品を通じて遊びながら家族や友人、知人に呉青年会議所のメンバーの人と
　　なりを伝えることが出来た
２）効果
　　事業終了後も人となりを伝えるツール（トランプ）として継続して使用できるものとし、事業
　　参加者の家族や友人、知人に現役会員の人となりを知ってもらう機会を創出した。また職場や
　　他ＬＯＭなど幅広い場所でその効果を発揮することが出来た。

事業報告 ＤＸ広報委員会
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事業報告 ＤＸ広報委員会

事業名：年間広報事業
日　時：２０２３年１月１日～１２月３１日
場　所：適宜選定
協力団体：なし 
事業概要（方法）
ＳＮＳを活用し、呉青年会議所の活動内容、活動している会員に関する情報を市民に届け、呉青年
会議所への理解を深め、共感と愛着を得るため下記の通り実施した
・ＳＮＳでの発信
呉青年会議所に所属するメンバーの人となりと活動内容を周知するため、委員会や
各種会議の様子、メンバー紹介や同好会活動、各委員会の事業の起案段階から情報
発信などストーリー性を持たせた発信をおこなった。
・ＫＡＷＡＲＡ版の作成と配信
月ごとに活動内容を１枚の紙面にまとめ、全１２号、毎月末にデータ配信した。
・各事業に関する広報
各種メディア、団体窓口を通じた広報については広報委員会を通じて実施した。

検証方法と効果
１）検証方法
・ＳＮＳのフォロワー数、「いいね」の数、コメント数を確認した。
〇フォロワー数の変化
Ｆａｃｅｂｏｏｋ　　２４９９人（前年比＋９．８％）
　Ｉｎｓｔａｇｒａｍ　１４２７人（前年比＋６８．５％）
〇投稿数
Ｆａｃｅｂｏｏｋ　　３４８件（前年比＋４０９％））
　Ｉｎｓｔａｇｒａｍ　７８１件（前年比＋１２０１％）ストーリーを含む
〇いいねの数（平均値）
　Ｆａｃｅｂｏｏｋ　　３１．９（前年度２３．９１）
　Ｉｎｓｔａｇｒａｍ　４８．９２（前年度平均３３．７９）
〇投稿へのコメント数
Ｆａｃｅｂｏｏｋ　１１１／３４８件
Ｉｎｓｔａｇｒａｍ　１５０／５４４（ストーリーは含まず）
・２０２３年度１月からのＳＮＳの投稿に「いいね」をくれたフォロワー２６名を対象
に１月末と１２月末の２回に亘り、アンケートを実施した。その結果、
「活動に対して共感していますか？」の問いについては、
１月実施時　はい　２３名　いいえ　３名に対し、
１２月実施時　はい　２６名　いいえ　０名
また「愛着を感じてもらえましたか？」の問いについては
１月実施時　はい　２４名　いいえ　２名に対し、
１２月実施時　はい　２６名　いいえ　０名　との回答を得ることができた。
活動する人に焦点を当てた発信を行うことで、活動への共感から愛着へと感情を動



ー４５ー

２）効果
　　活動する人に焦点を当てた発信を行うことで、活動への共感から愛着へと感情を動かすことが
　　出来た。そのことにより、今後の青年会議所活動に対する理解と応援へとつなげることができ
　　た。市民からの反応としては「メンバーが楽しそうに、頑張っている様子がＳＮＳを通じて知
　　ることが出来た。」という声を多くいただき、より身近に感じてもらえる１年となった。また
　　特別会員からも「近年の新入会員について顔と名前を知ることが出来、卒業してからも身近に
　　ＪＣを感じることができた。」などという声も届き、事業に対しても特別会員が多く足を運ん
　　でくれた契機となった。ＫＡＷＡＲＡ版では毎月末にその月の活動をまとめ、記事にすること
　　で各事業の進捗や裏側を発信し、メンバー間だけでなく一般に向けても振り返り、情報の共有
　　を促すことが出来た。記事の一つである特別会員への取材と記事作成では、先輩方とのやり取
　　りを通じて、より距離感を縮めることが出来、現役への労いと応援をいただくことが出きた。

事業報告 ＤＸ広報委員会
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事業名：ホームページ更新事業
日　時：２０２３年１月１日～１２月３１日
場　所：適宜選定

事業概要（方法）
メンテナンス事業
・ホームページを閲覧しやすく整備するほか、システムなどの更新を行った。
・ＪＣじゃんけんバナーを作成し、理事役員ページの閲覧を促した。
更新事業
・システムを常に最新に保つほか、活動後の更新を行った。
検証方法と効果
１）検証方法
　　Ｇｏｏｇｌｅアナリティクスを使用し、ユーザー数と直帰率を確認した。
　　・ユーザー数は過去３年間の月平均１０２４名に対し１３．６％増の１１６４名。
　　・直帰率は年間平均６０％未満を目標とし、結果６１．９％
２）効果
　　過去３年間更新されていなかった過去事業の更新をおこない、閲覧者に対して活動を知ってい
　　ただくことができた。またＪＣじゃんけんバナーを入り口とし、各種ＳＮＳからの閲覧者の導
　　入につなげることができた。事業報告や事業告知ではＳＮＳで伝えきれない情報を掲載し、各
　　事業の周知につなげることができた。

事業報告 ＤＸ広報委員会
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事業報告 ファンタジスタ総務委員会

「過去から学び、未来へ」をテーマに１年間活動した。当委員会の役割として、具体的には近年コロナ禍で

直接お話を聞かせて頂く機会が減少していた特別会員と今まで以上に関係を深め、学ぶ機会を創出するとい

う役割だった。その役割を達成する為にはまず、現役会員同士の関係強化も必須と考え、同好会に的を当て

、出席率９０％以上の目標を持った例会運営を中心に活動をおこなった。

どうすれば出席率が向上するのか、来たくなる例会とは何かを真剣に考えた。「例年通り」ではなく、食事

、音楽、案内、アテンド、ＺＯＯＭ、カメラワーク、メイク連絡等、様々な要素に細部までこだわり、毎月

丁寧な例会運営を続けた。各同好会と特別会員の協力を得て、同好会紹介や特別会員インタビュー動画の上

映も実施できた。特にスタッフは集まる頻度が自然に増え、結束が生まれ、例会も回数を重ねるごとに質も

上がり、安定感も増した。

６月例会（高知合同例会）では、２０１９年ぶりに高知の地で開催され、特別会員と共に兄弟との絆も深め

ることができた。更に、８月の担当例会（現役会員交流例会）では、森澤専務、事務局がバックアップして

くれたおかげで２０１９年以来となる１００％例会を達成することもできた。

また、対象の同好会と特別会員の協力を得て、初の「特別会員、現役会員交流事業」を実施した。スポーツ

を通じて現役会員はもちろんだが、多くの特別会員とも関係醸成ができた。懇親会では、入会歴の浅い現役

会員も積極的に特別会員と交流する姿が見られ、学びに繋がったことを確信した。そして事業後の創立記念

日例会や卒業式・納会・卒業送別会も引き続き多くの特別会員に出席頂くことができ、総務委員会としての

役割を果たせたと感じた。

結びに、例会、事業に出席してくださった現役会員、特別会員の皆様、率先して協力してくださった同期委

員長、各同好会の皆様、私を委員長に選んでくれ成長の機会を与えてくださった内冨副理事長、そして私を

支え、委員長にしてくれたスタッフ、委員会の皆様、全ての関係者の皆様へ感謝申し上げます。

ファンタジスタ総務委員会

委員長　串山　哲也

〔スローガン〕

TEAM PLAY
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事業名：１月担当例会（新年互礼会）
日　時：２０２３年１月６日（金）
　　　　１９：００～２１：００
場　所：クレイトンベイホテル３階　天の間
　　　　ＺＯＯＭ配信
協力団体：ＤＯＰＥ（ダンスチーム）
事業概要（方法）
２０２３年度呉青年会議所の理念と基本方針について、例会参加者の理解を得ることを目的に下記
の通り執りおこなった。
（１）国歌斉唱、ＪＣソング斉唱、ＪＣＩクリード唱和、ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和、
ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和。通常のセレモニー実施をした。
（２）理事長による所信表明をおこなった。
登壇前に来賓、特別会員に志々田理事長の人となりがわかり、人のつながりを表現した動画を上映
した。
（３）下記１４名の来賓紹介をおこない、特別会員は紙面配布にて紹介をおこなった。
　　　呉市長　新原　芳明　様
　　　呉商工会議所　会頭　若本　祐昭　様
　　　海上自衛隊　呉地方総監部　管理部長　１等海佐　加茂　義永　様
　　　呉市教育委員会　教育長　寺本　有伸　様
　　　呉市社会福祉協議会　会長　中本　克州　様
　　　特定非営利活動法人　呉こどもＮＰＯセンターＹＹＹ　理事長　山本　和子　様
　　　公益社団法人高知青年会議所　理事長　川渕 公太君と高知青年会議所７名
（４）特別会員会　三宅清嗣会長から挨拶を頂いた。
（５）来賓挨拶を下記３名に頂いた。
　　　呉市長　新原　芳明　様
　　　呉商工会議所　会頭　若本　祐昭　様
　　　海上自衛隊　呉地方総監部　管理部長　１等海佐　加茂　義永　様
（６）懇親会・賀詞交歓
 　　乾杯の発声を直前理事長　糸谷　知剛　先輩がおこなって頂いた。食事は和洋会席とした。
 　　賀詞交換を３０分おこない、委員長、副委員長、幹事で来賓、特別会員の席を回った。
 　　その後、ＤＯＰＥにダンスショーを披露して頂き、直後にインタビューをおこなった。
（７）理事役員等紹介
 　　委員長、正副役員、出向者の順に紹介をおこない、委員長を代表し金子委員長、正副役員を 
　　代表し志々田理事長、出向者を代表し三戸出向理事が挨拶をおこなった。
（８）謝辞
 　　担当副理事長の内冨　竜也　君より謝辞をおこなった。
（９）閉会
 　　「明日のために」を斉唱し、来賓、特別会員にアンケートの協力をお願いし閉会した。

事業報告 ファンタジスタ総務委員会



検証方法と効果
１）検証方法
 　　来賓、特別会員にアンケートの協力を頂き４１名に回答を頂けた。
 　　・２０２３年度の呉青年会議所の理念や基本方針をご理解頂けましたか？
 　　　理解したと回答した人数　４０名／４１名（９８％）
２）効果
 　　・公益社団法人呉青年会議所２０２３年度の理念と基本方針について、行政や関係諸団体に 
　　　直接伝えることができた。今後の呉青年会議所の活動に対するご理解、ご協力を頂ける事に 
　　　繋がる新年互礼会となった。
 　　・理事長所信表明においては、まずＶＴＲから始まり、その直後に壇上に理事長が立ってい 
　　　るという演出で会場の注目を集めることができた。
 　　・賀詞交換では、来賓と特別会員に現役会員の顔を覚えて頂く機会となり、特に、各委員会 
　　　の基本方針やスローガンを直接伝えることができたことは良かったと考える。また、特別会 
　　　員から、今後の活動に向けたアドバイスや励ましの言葉を頂き、現役会員のモチベーション 
　　　の向上につながった。

ー４９ー

事業報告 ファンタジスタ総務委員会



事業名：２０２３年度例会運営
日　時：通年 
場　所：クレイトンベイホテル、ＺＯＯＭ配信、他
協力団体：なし
事業概要（方法）
・例会規則を周知し遵守を呼びかけ、健全な組織活動を行うこと
　を目的に例会を設営した。
・席配置や同好会の紹介などを通じて、呉青年会議所の現役会員や特別会員とのつながりを深め、
　かつ、国際色豊かな食事と音楽を用いることで、来てみたくなる例会運営を下記の通り執りおこ
　なった。
１．開会
２．国歌斉唱
３．ＪＣソング斉唱
４．ＪＣＩクリード唱和
５．ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和
６．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和
７．理事長挨拶
８．理事会報告（委員会報告）
９．出向者報告
１０．慶弔報告・前回出席率の確認
１１．同好会紹介又は特別会員インタビュー動画上映
１２．休憩（今月の食事・音楽・メイク対象事業の案内上映）
１３．担当例会
１４．監事講評
１５．若い我等斉唱
１６．閉会

検証方法と効果
検証方法：例会ごとに出席者数を把握する
効果：年間出席率平均９１．７％
　　　８月例会では２０１９年ぶりに１００％例会を達成した。
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事業名： ６月例会（高知合同例会）
日　時：２０２３年６月１０日（土）
　　　　①呉高知合同体育祭　　　　１４：００～１６：４５
　　　　②呉高知合同例会・懇親会　１８：００～２１：００
場　所：①しらさぎドーム
　　　　②セリーズ（ＺＯＯＭ配信あり）
協力団体：なし
事業概要（方法）
兄弟ＪＣである公益社団法人高知青年会議所と特別会員との絆を深め、それぞれの成長を促進する
ことを目的とし、２０１９年ぶりに高知の地で高知呉合同例会を下記の通り執りおこなった。
（１）体育祭
（２）高知呉合同例会・懇親会
１． 開会宣言（点鐘） 
２． 国歌並びにＪＣソング斉唱 
３． ＪＣＩクリード唱和 
４． ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和
５． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 
６． 市民憲章唱和 
７． （公社）高知青年会議所 理事長挨拶 
８． （公社）呉青年会議所 理事長挨拶 
９． 高知青年会議所シニアクラブ 挨拶 
１０．呉青年会議所特別会員会 挨拶 
１１．高知青年会議所委員長 報告 
１２．呉青年会議所委員長 報告 
１３．（公社）高知青年会議所 監事講評
１４．（公社）呉青年会議所 監事講評 
１５．若い我ら並びに兄弟歌 斉唱 
１６．閉会宣言（点鐘）
１７. 懇親会開会
１８. 両理事長によるオープニングセレモニー
１９. 高知シニア乾杯
２０. 歓談
２１. レクリエーション
２２. 歓談
２３. 明日のために斉唱
２４. エール交換
２５. 呉青年会議所　特別会員中締め
２６. 懇親会閉会
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事業報告 ファンタジスタ総務委員会



検証方法と効果
１）検証方法：出席した現役会員へアンケートを実施。
２）効果：高知青年会議所メンバーとの絆を深める事ができましたか？という設問に対し、
　　８７．１％が「はい」と回答があった。また、特別会員との絆を深める事ができたと思います
　　か？の設問に対し、５９．４％が「はい」と回答があった。
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事業名：８月担当例会　会員交流会
　　　　「ＴＨＥ　ＦＩＲＳＴ　ＢＯＷＬＩＮＧ　ＣＲＯＳＳ　ＴＨＥ　ＦＥＮＣＥ」
日　時：２０２３年　８月　７日（月）１９：００～２１：００
場　所：呉マリンボウル／ＺＯＯＭ（セレモニーのみ）

事業概要（方法）
　委員会の垣根をこえて現役メンバーがチームワークを構築するため、下記の通り執り例会をおこなった。
　①開会
　②理事長挨拶
　③理事会報告
　④同好会紹介（サッカー同好会）
　⑤若い我等斉唱
　⑥閉会
　⑦会員交流会開会宣言
　⑧趣旨とルール説明
　⑨乾杯（糸谷直前理事長）
　⑩会員交流会開始（ボウリング）
　⑪結果発表・表彰式
　⑫閉会式
検証方法と効果
１）検証方法
　　例会に参加したメンバーからアンケートを取得した。
　　・今回の会員交流例会でしっかりと会員交流ができましたか？ 
　　　交流できた（１００％）
　　・しっかりとハイタッチかグータッチは出来ましたか？ 
　　　５回以上できた（１００％）
２）効果
　　・会員への聞き込み調査、アンケート結果より相談出来る仲間が増えた。また、多くのメンバー
　　　の今まで知ることが出来なかった人柄を知ることが出来た。
　　・会員同士が自身の委員会事や、青年会議所活動をより効果的に報連相出来る関係性を醸成さ
　　　せ、縦の繋がり、横の繋がりの近況を報告、連絡、相談が出来る関係性が出来、さらに学び
　　　のある呉青年会議所となったと考える。
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事業報告 ファンタジスタ総務委員会



事業名：現役、特別会員交流事業　Ｓ１ スポーツで呉ＪＣが１つになる
日　時：２０２３年１０月１４日（土）
　　　　①球技大会：１３：００～１５：３０
　　　　②懇親会　：１９：００～２１：００
場　所：①球技大会：大浦崎スポーツセンター
　　　　②懇親会　：居酒屋「しんや」
協力団体：なし 
事業概要（方法）
現役会員と特別会員が、互いに語り合える関係を醸成するという目的で下記の通り実施した。
球技大会の部
①開会式　②理事長挨拶　③特別会員代表挨拶　④委員長挨拶・趣旨説明
⑤準備運動　⑥競技開始（野球、テニス、フットサル）
⑦閉会式、表彰　⑧副理事長謝辞　⑨懇親会案内　⑩記念撮影
懇親会の部
①理事長挨拶　②特別会員代表挨拶　③委員長挨拶　④乾杯　⑤中締め（特別会員代表）

検証方法と効果
１）検証方法
　　特別会員からアンケートを取得した。
　　・「現役と特別会員が互いに語り合える関係を醸成する」は達成できたと思いますか？」（スポー
　　ツ事業終了後に実施）　「はい」の回答が９４．７％（１８名 /１９名）
　　・またこのような機会があれば参加したいと思いますか？
　　　「はい」の回答が１００％（１９名 /１９名）
　　現役会員からアンケートを取得した。
　　・「現役と特別会員が互いに語り合える関係を醸成する」は達成できたと思いますか？」
　　　「はい」回答が９６．７％（３０名 /３１名）
２）効果
①球技大会…呉青年会議所の同好会として長く活動してきた「野球、テニス、フットサル」の３種
を選定し、ターゲットを明確にした事で、多くの特別会員にご参加頂け、対抗戦では、現役会員と
特別会員が、真剣勝負をすることで、お互いがより熱心に競技に取り組むようになり、より良い関
係が築けた。また、現役のチームワークの向上にも繋がった。交流戦では、現役会員と特別会員が
協力することで、親密さを深めることができた。
②懇親会
・球技大会の参加者同士はもちろんのこと、特別会員のご協力のおかげで現役会員も積極的に動け、
新たな交流を生むことができ、特別会員の青年会議所時代の話を聞くことで、現役会員は青年会議
所の過去から学ぶことができた。事業の作り方、青年会議所で経験した悩みなど、共通の話題を特
別会員と話すことで、深い交流となった。
・次年度の委員長予定者や入会間もない新入会員の顔、名前を認識して頂けた。
・距離が縮んだことで今後のパーティー例会へのご出席のお願いや、事業等の相談がしやすくなった。
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事業名：１１月例会（創立記念日例会）

日　時：２０２３年１１月１１日（土）１９：００～２１：００

場　所：クレイトンベイホテル　３Ｆ　天の間／ＺＯＯＭ（セレモニーのみ）

協力団体：なし 

事業概要（方法）

　公益社団法人呉青年会議所の創立記念を祝すことを目的に下記の

　り例会を執りおこなった。

【式典】

（１）国歌斉唱、ＪＣソング斉唱、ＪＣＩクリード唱和、ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和、

ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和

（２）物故会員追悼

（３）来賓（来訪ＪＣ）並びに特別会員紹介

公益社団法人高知青年会議所　理事長　川渕 公太 君をはじめとする現役会員の皆様

一般社団法人那覇青年会議所　理事長　新里 亮太 君をはじめとする現役会員の皆様

高雄青年会議所　理事長　陳　 冠宇 君をはじめとする現役会員の皆様

※特別会員の参加者については、書面での紹介とさせていただいた

（４）祝電披露

（５）理事長挨拶

（６）特別会員会　会長挨拶

（７）来賓（来訪ＪＣ）挨拶（上記３名の理事長）

（８）写真撮影

【懇親会】

（１）動画放映

（２）乾杯

（３）歓談

（４）次年度理事役員等紹介

（５）新入会員紹介

（６）担当副理事長謝辞

（７）「明日のために」斉唱

（８）閉会

検証方法と効果

１）検証方法

　　各委員会メンバーにヒアリングを行った。

　　・「呉青年会議所の理念を再認識し、特別会員の皆様と共に祝すことができましたか？」

　　　「はい」と回答が、９７．７％（４４/４５）
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２）効果
　　・直接例会のご案内をすることで多くの特別会員にお越し頂き、学びの機会となった。また、
　　　兄弟、姉妹、友好ＪＣとしての絆が深まった。
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事業名：１２月第１例会（次年度担当例会）
日　時：２０２２年１２月５日（月）１９：５０～２１：００
場　所：クレイトンベイホテル　３Ｆ　天の間／ＺＯＯＭ

事業概要（方法）
２０２４年度公益社団法人呉青年会議所の基本方針をメンバー全員で共有し、次年度に向けて結束
を図ることを目的に下記の通り例会を執りおこなった。
①開会
②スローガン披露
③理事長所信及び基本方針の説明
④正副役員等紹介
⑤出向者紹介
⑥委員会ミーティング
⑦委員会紹介
⑧監事講評
⑨若い我等斉唱
⑩閉会

検証方法と効果
１）検証方法…委員会ごとにヒアリングをおこなった。
　　・委員会紹介等の準備で事前に委員会で話し合いをする機会が増えたのが良かった。
２）効果
　　・各委員長がスローガンを披露したことで印象が強く残った。
　　・次年度へ向け全体のモチベーションが向上できた。
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事業名：１２月第２例会（卒業式・納会・卒業送別会）
日　時：２０２３年１２月１６日（土）１８：００～２１：００
場　所：クレイトンベイホテル　３Ｆ　天の間／ＺＯＯＭ（卒業送別会を除く）
協力団体：なし
事業概要（方法）
卒業生の功績を称え、後を受け継ぐメンバーとの絆を再認識し深めて頂くことを目的に下記の通り
例会を執りおこなった。

【卒業式】
　①開会・卒業生入場
　②国歌斉唱、ＪＣソング斉唱、ＪＣＩクリード唱和、ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和、
　　ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和
　③理事長挨拶
　④卒業生紹介、感謝状授与並びに卒業生挨拶
　⑤送辞朗読
　⑥答辞朗読
　⑦閉会、卒業生写真撮影
【納会】
　①開会
　②年間総括動画、理事長総括スピーチ
　③プレジデンシャルリース伝達
　④理事長予定者挨拶
　⑤ＪＣ旗伝達
　⑥特別会員会　会長　挨拶
　⑦閉会
【卒業送別会】
　①開会、卒業生入場
　②卒業生へのメッセージ動画
　③特別会員紹介
　④乾杯
　⑤歓談
　⑥卒業生演出
　⑦歓談
　⑧副理事長謝辞、中締め
　⑨明日のために斉唱
　⑩閉会

検証方法と効果
１）検証方法
　　現役会員からアンケートを取得した
　　・「卒業生の功績をたたえ、気持ちよく送り出すことができましたか？」
　　　「はい」が１００％（３１名 /３１名）
　　・「卒業生の絆を再認識でき、絆が深まったと感じましたか？」
　　「はい」が１００％（３１名 /３１名）
２）効果
　　・現役会員の当団体への愛着心が増加した
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裏表紙

〒737-0045　広島県呉市本通 4丁目 8番 12 号 呉商工会議所ビル南館内 7F 704
E-mail : info@kure-jc.or.jp　TEL 　: 0823-21-1081 

Facebook

Instagram LINE

呉ＪＣ公式ＨＰ


